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（
２
）
額
田
姫
王
（
ぬ
か
た
の
ひ
め
き
み
） 

 

① 

額
田
姫
王
の
生
年 

古
来
様
々
な
論
議
が
尽
き
な
い
額
田
姫
王
、『
万
葉
集
』
の
額
田
王
ま
た
『
薬
師
寺
縁
起
』
の
「
額
田
部
姫
王
」
だ
が
、

系
譜
で
一
つ
だ
け
明
ら
か
な
事
が
あ
る
。
そ
の
最
も
古
い
も
の
が
『
紀
』
「
天
武
紀
」
（
下
）
に
記
さ
れ
た
「
天
皇
初
娶

鏡
王
女
額
田
姫
王
生
十
市
皇
女
」（
天
皇
は
初
め
に
鏡
王
の
女

む
す
め

の
額
田
姫
王
を
娶め

と

ら
れ
て
（
額
田
姫
王
は
）
十
市
皇
女

を
生
ま
れ
た
）
で
あ
る
。『
万
葉
集
』
の
額
田
王
は
女
性
の
王
の
例
で
あ
る
が
、
天
皇
の
血
統
か
ら
す
れ
ば
第
二
十
八
代

宣
化
天
皇
五
世
の
女
王
で
あ
る
。
そ
れ
が
『
紀
』
で
は
額
田
姫
王
と
記
さ
れ
る
。 

「
天
武
紀
」
は
そ
れ
に
続
い
て
「
次
納
胸
形
君
徳
善
女
尼
子
娘
、
生
高
市
皇
子
命
」（
次
に
胸
形
君
徳
善
の
女
の
尼
子

娘
を
納
め
ら
れ
高
市
皇
子
命
を
生
ま
れ
た
）
、
或
い
は
額
田
姫
王
よ
り
前
に
は
「
先
納
皇
后
姉
大
田
皇
女
」
（
皇
后
の
姉

の
大
田
皇
女
を
納
め
ら
れ
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
額
田
姫
王
が
鏡
王
か
ら
上
「
納
」
さ
れ
た
妻
で
は
な
く
、
大
海
人
皇

子
が
額
田
姫
王
を
望
ん
で
鏡
王
が
そ
れ
を
認
め
て
、
妻
に
「
娶
」
っ
た
経
緯
を
読
め
る
。 

『
懐
風
藻
』
葛
野
王
二
首
の
項
に
「
母
は
天
武
天
皇
の
長
女
十
市
内
親
王
な
り
」
と
あ
る
の
で
、
額
田
姫
王
を
娶
っ

た
の
が
天
武
天
皇
の
初
婚
で
あ
り
、
時
期
的
に
は
、
中
大
兄
皇
子
と
鏡
姫
王
と
の
婚
姻
（
６
４
４
年
頃
）
の
あ
と
、
６

４
５
年
（
大
化
元
年
）
頃
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
、
天
武
天
皇
も
そ
う
だ
が
、
額
田
姫
王
、
十
市
皇
女
（
６
７
８
年
薨
）、
そ
の
子
で
天
智
天
皇
と
天
武
天
皇
の

孫
に
な
る
葛
野
王
は
す
べ
て
生
年
不
明
で
あ
る
。 
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但
し
、
額
田
姫
王
の
生
年
は
６
３
１
～
６
３
７
年
頃
、
十
市
皇
女
の
生
年
は
６
５
３
年
（
白
雉
四
年
）
ま
た
は
６
４

８
年
（
大
化
四
年
）
と
見
る
説
が
多
い
よ
う
で
、
葛
野
王
の
生
年
は
６
６
９
年
（
天
智
八
年
）
で
享
年
を
三
十
七
歳
と

す
る
通
説
が
あ
る
。 

葛
野
王
の
没
年
は
、『
続
紀
』
に
文
武
天
皇
の
慶
雲

き
ょ
う
う
ん

二
年
（
７
０
６
年
）
十
二
月
に
卒
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
『
懐

風
藻
』
に
は
、
葛
野
王
に
対
し
て
叙
位
が
行
わ
れ
た
記
事
が
あ
る
（「
特
閲
シ
テ
正
四
位
ヲ
授
ケ 

式
部
卿
ニ
拝
ス 

時

年
三
十
七
）
」。 

こ
の
「
時
年
三
十
七
」
を
享
年
と
見
た
の
が
通
説
に
な
っ
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
文
章
は
「
正
四
位
式
部
卿
に
任
じ
ら

れ
た
時
に
三
十
七
歳
だ
っ
た
」
と
し
か
読
め
な
い
。
大
友
皇
子
や
河
島
皇
子
の
よ
う
に
死
亡
を
告
げ
る
文
に
続
い
て
い

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
叙
位
の
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
没
し
た
年
に
は
正
四
位
上
だ
っ
た
か
ら
、
三
十
七

歳
で
は
正
四
位
下
に
任
じ
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

『
懐
風
藻
』
の
そ
の
記
事
は
、
高
市
皇
子
が
薨
じ
た
後
（
６
９
６
年
七
月
）
か
ら
文
武
天
皇
が
即
位
す
る
前
（
６
９

７
年
七
月
）
に
行
わ
れ
た
、
若
す
ぎ
る
珂
瑠

か

る

皇
子
（
文
武
天
皇
）
の
即
位
を
葛
野
王
が
正
当
化
す
る
内
容
で
あ
り
、
叙

位
を
行
っ
た
の
が
持
統
天
皇
だ
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。 

し
か
し
、
正
四
位
も
式
部
卿
も
「
大
宝
令
」
か
ら
だ
か
ら
、
そ
の
叙
位
が
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
）
に
行
わ
れ
た
と

す
れ
ば
、
生
年
は
６
６
５
年
、
四
十
一
歳
で
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
式
部
卿
の
変
遷
か
ら
叙
位
を
６
０
３

年
と
見
れ
ば
、
生
年
は
６
６
７
年
（
天
智
六
年
）
で
享
年
四
十
歳
に
な
る
（
「
額
田
王
に
関
す
る
一
考
察
」
有
村
和
子
）。 

本
論
で
は
こ
の
仮
説
を
基
準
に
し
て
考
え
た
い
。 
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従
っ
て
、
十
市
皇
女
が
６
４
８
年
生
ま
れ
で
あ
れ
ば
葛
野
王
は
二
十
歳
の
年
の
子
に
な
る
が
、
６
５
３
年
生
ま
れ
だ

と
十
五
歳
に
な
り
、
こ
れ
に
は
抵
抗
感
を
否
め
な
い
の
で
、
十
市
皇
女
の
生
年
は
６
４
８
年
説
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。 

こ
こ
か
ら
、
十
市
皇
女
は
夫
に
な
っ
た
大
友
皇
子
、
ま
た
鎌
足
か
ら
大
友
皇
子
の
妻
（
恐
ら
く
夫
人
）
と
し
て
差
し

出
さ
れ
た
耳
面
刀
自
と
も
同
年
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
６
６
８
年
（
天
智
七
年
）
五
月
五
日
に
蒲
生
野
、
６

６
９
年
の
五
月
五
日
に
山
科
野
で
行
わ
れ
た
遊
猟
に
は
葛
野
王
の
節
句
祝
い
の
意
味
が
あ
っ
た
、
と
考
え
て
い
た
筆
者

の
推
定
と
も
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
６
４
８
年
生
ま
れ
の
十
市
皇
女
が
額
田
姫
王
十
八
歳
の
年
の
娘
で
あ
れ
ば
、「
額
田
姫
王
は
６
３
３
年
（
舒

明
四
年
）
頃
の
生
ま
れ
だ
っ
た
」
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
こ
の
推
定
に
数
年
の
誤
差
は
あ
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
鏡
姫
王
よ
り
年
下
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

結
果
、
本
論
に
お
け
る
一
つ
の
結
論
と
し
て
、
「
額
田
姫
王
は
鏡
姫
王
の
四
歳
下
の
異
母
妹
だ
っ
た
」
と
み
な
さ
れ
る

こ
と
が
導
き
出
さ
れ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。 

 

鏡
姫
王
も
額
田
姫
王
も
鏡
王
の
娘
だ
っ
た
が
、
鏡
姫
王
の
母
が
押
坂
錦
間
皇
女
と
推
定
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
額
田

姫
王
の
母
は
吹
黄

ふ

き

の

戸
自

と

じ

と
記
さ
れ
て
い
る
（『
皇
胤
志
』）。 

 

本
考
察
の
命
題
は
「
姫
王
は
天
皇
の
娘
で
、
王
の
長
女
だ
っ
た
」
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ
こ
ま
で
の

考
察
で
一
人
の
王
が
二
人
の
姫
王
の
父
だ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
を
解
く
に
は
「
鏡
姫
王
は
鏡
王
の
長
女
だ
っ
た
」

と
「
額
田
姫
王
は
額
田
鏡
王
の
長
女
だ
っ
た
」
と
い
う
相
反
す
る
説
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
解
答
へ
の 
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道
筋
を
示
し
て
く
れ
た
の
が
吹
黄
戸
自
で
あ
る
。 

そ
し
て
、「
額
田
姫
王
は
舒
明
天
皇
の
直
孫
で
は
な
く
、
鏡
王
が
押
坂
錦
間
皇
女
と
は
別
の
妻
と
の
間
に
も
う
け
た
娘

で
あ
り
、
舒
明
天
皇
の
義
理
の
孫
に
な
る
女
王
だ
っ
た
」
、
と
い
う
推
理
が
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
た
め
に
は
、
額
田
姫
王
は
余
程
特
別
な
女
王
だ
っ
た
か
ら
だ
、
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。 

そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
舒
明
天
皇
の
義
理
の
孫
と
し
て
生
ま
れ
、
歌
の
特
異
な
才
能
を
発
揮
し
な
が
ら
斉
明
・
天
智

天
皇
の
側
に
仕
え
、
天
武
天
皇
の
正
妻
に
な
り
、
天
武
天
皇
の
崩
御
後
に
は
藤
原
朝
臣
大
嶋
（
中
臣
大
嶋
）
の
後
妻
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
元
明
天
皇
の
代
ま
で
歴
代
の
天
皇
と
近
し
い
関
係
を
持
っ
た
、
最
高
位
の
貴
族
級
の
た
だ
一
人

の
女
性
だ
っ
た
こ
と
に
拠
る
の
だ
ろ
う
。
鏡
王
の
娘
が
後
宮
に
差
し
出
さ
れ
た
采
女
だ
っ
た
と
か
巫
女
だ
っ
た
と
い
う

見
方
に
は
全
く
賛
同
で
き
な
い
。 

そ
し
て
、
額
田
姫
王
が
特
別
視
さ
れ
た
別
の
理
由
が
そ
の
母
に
も
あ
っ
た
と
考
え
て
不
思
議
は
無
い
だ
ろ
う
。 

 

② 

額
田
部
連
氏 

 

特
別
で
異
例
の
額
田
姫
王
に
直
結
す
る
吹
黄
戸
自
の
出
自
を
示
唆
す
る
の
が
、
額
田
鏡
王
と
額
田
姫
王
に
冠
せ
ら
れ

た
「
額
田
」
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
額
田
を
冠
す
る
氏
族
は
九
州
か
ら
関
東
北
部
ま
で
多
く
分
布
し
て
お
り
、
複
雑
で
不
明
点
が
多
い
。
そ
こ

で
主
眼
を
鏡
王
、
吹
芡
刀
自
と
の
接
点
に
置
い
て
探
っ
て
み
た
い
。 

そ
の
た
め
に
は
、
額
田
・
額
田
部
諸
氏
の
中
で
額
田
部
連
氏
に
注
目
す
べ
き
だ
ろ
う
。 
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額
田
部
連
氏
は
推
古
期
ま
で
に
各
地
の
額
田
部
氏
の
頂
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
大
き
な
原
動
力
に
な
っ
た

の
が
、
そ
こ
に
は
蘇
我
馬
子
の
介
在
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
額
田
部
皇
女
の
養
育
者
に
な
っ
た
と
み
な
さ
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。 

粟
田
細
目
が
６
１
１
年
に
薬
猟

く
す
り
が
り

で
先
頭
集
団
の
指
揮
者
を
し
た
こ
と
は
既
に
触
れ
た
が
、
そ
こ
で
後
方
の
指
揮
官
を

務
め
た
の
が
、
飾
り
馬
（
騎
馬
儀
仗
隊
）
の
長
で
も
あ
っ
た
額
田
部
比
羅
夫
連
だ
っ
た
。
比
羅
夫
は
そ
の
三
年
前
に
飾

り
馬
七
十
五
匹
を
率
い
て
唐
の
客
人
（
裴
世
清

は
い
せ
い
せ
い

）
を
海
石
榴
市

つ

ば

い

ち

（
三
輪
山
の
南
西
部
の
金
屋
地
域
で
開
か
れ
た
市
場
）
に

出
迎
え
て
い
る
（
『
紀
』
推
古
十
六
年
八
月
条
）
。
つ
ま
り
、
推
古
天
皇
の
名
代
を
務
め
る
ほ
ど
の
重
要
人
物
だ
っ
た
訳

で
あ
る
。 

こ
の
た
め
額
田
部
皇
女
は
比
羅
夫
の
父
（
男
性
の
額
田
王
）
に
養
育
さ
れ
、
湯
浴
み
は
額
田
部
湯
坐

ゆ

え

連
の
女
性
が
受

け
持
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

鏡
王
の
父
の
阿
方
王
は
当
然
粟
田
氏
と
親
交
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
結
果
の
一
つ
が
鏡
王
と
押
坂
錦
間
皇
女
と

の
婚
姻
だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
、
額
田
部
連
氏
の
王
と
比
羅
夫
に
対
し
て
は
別
の
結
果
を
求
め
た
可
能
性
が
考
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

『
紀
』
に
初
め
て
記
さ
れ
る
額
田
部
連
は
５
６
１
年
（
欽
明
二
十
二
年
）
に
諸
国
の
使
者
の
接
待
役
に
登
用
さ
れ
た

額
田
部
連
（
名
不
詳
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
比
羅
夫
の
祖
父
と
思
わ
れ
、
阿
方
王
の
父
で
宣
化
天
皇
の
子
の
火
焔
王
子
の

時
代
だ
か
ら
、
火
焔
王
子
と
比
羅
夫
の
祖
父
・
父
と
交
流
も
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

推
古
期
に
比
羅
夫
が
官
馬
の
長
と
し
て
重
用
さ
れ
た
の
は
、
額
田
氏
一
族
が
古
く
か
ら
馬
の
飼
育
・
管
理
に
携
わ
っ 
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て
い
た
た
め
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
と
共
に
幅
広
く
認
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、
額
田
氏
一
族
が
製
鉄
や
製
品
の
製

造
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。 

六
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
と
み
ら
れ
る
岡
田
山
古
墳
（
松
江
市
大
草
町
）
か
ら
発
見
さ
れ
た
円
頭
大
刀
に
、
銀
象
嵌

の
銘
文
「
各
田
卩
臣
」
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
太
刀
の
製
作
者
は
額
田
部
臣
で
あ
り
、
額
田
臣
氏
は
出
雲
か
ら
発
生
し

た
部
族
で
、
皇
室
と
も
蘇
我
氏
と
も
極
め
て
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

推
古
時
代
か
ら
額
田
部
連
一
族
の
倭
で
の
本
拠
地
は
倭
国
平
群
郡
額
田
郷
に
あ
っ
た
。
氏
寺
は
そ
の
中
心
部
に
あ
る

額
安

か
く
あ
ん

寺じ

（
奈
良
県
大
和
郡
山
市
額
田
部
寺
町
）
で
、
そ
の
規
模
は
東
西
三
町
（
約
三
百
米
）
南
北
二
町
（
約
二
百
米
）

と
い
う
大
寺
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
額
田
部
連
一
族
と
摂
津
と
の
関
連
を
示
す
痕
跡
の
一
つ
が
、
兵
庫
県
尼
崎
市
に
残
っ
て
い
た
額
田
の
地
名

（
現
在
の
額
田
町
か
ら
弥
生
が
丘
町
辺
り
）
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
尼
崎
市
立
歴
史
博
物
館
地
域
研
究
資
料
室
で
は
額
田

町
と
額
田
部
氏
と
の
関
連
は
不
明
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
摂
津
国
に
天
武
期
以
前
か
ら
額
田
部
宿
禰
（
旧
姓
は
連
）

氏
と
額
田
部
氏
が
、
場
所
と
居
住
開
始
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
居
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
（
『
新
撰
姓
氏
録
』

第
二
帙
左
京
神
別 

摂
津
国
神
別
）。 

 

一
方
、
鏡
王
と
威
奈
氏
が
本
拠
地
に
し
た
摂
津
国
河
辺
（
川
辺
）
郡
為
奈
郷
は
、
仁
徳
期
の
猪
名
県

あ
が
た

あ
た
り
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
、
佐
伯
部
が
天
皇
に
馬
を
献
上
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
（「
仁
徳
紀
」）
。
場
所
は
猪
名
川
の
西
側
、
現
在
の

尼
崎
市
猪
名
寺
周
辺
で
額
田
の
北
西
部
に
隣
接
し
て
い
た
。 

猪
名
寺
と
額
田
町
は
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
し
か
離
れ
て
お
ら
ず
、
古
代
に
輿
に
乗
っ
て
も
半
刻
で
十
分
に
着
け
る
距 
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離
な
の
で
、
額
田
に
額
田
部
連
氏
が
い
た
と
す
る
と
、
鏡
王
一
族
と
は
親
交
が
あ
っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
猪

名
寺
（
現
在
は
廃
寺
）
の
寺
域
は
一
町
半
四
方
で
伽
藍
配
置
は
法
隆
寺
式
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
額
田
町
の
西
北
西
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
発
見
さ
れ
た
若
王
寺

な

こ

う

じ

遺
跡
で
は
、
古
墳
時
代
初
頭
か
ら
古
墳
時
代

末
期
に
亘
る
大
規
模
な
、
半
島
系
と
み
ら
れ
る
鍛
冶
集
団
の
集
落
跡
が
見
つ
か
り
、
各
種
の
土
器
、
勾
玉
や
砥
石
を
含

む
石
器
、
四
十
個
以
上
の
鞴
羽
口

ふ
い
ご
は
ぐ
ち

（
溶
解
炉
の
中
に
風
を
送
り
込
む
た
め
に
フ
イ
ゴ
の
先
に
つ
け
た
土
製
の
管
）
や
鉄

斧
・
鉄
刀
・
鉄
鏃
が
出
土
し
て
い
て
、
砂
鉄
精
錬
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
っ
た
。
そ
こ
で
製
鉄
か
ら
行
わ
れ
た
か

ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
新
羅
系
人
が
多
数
居
住
し
て
持
統
天
皇
が
養
育
さ
れ
た
河
内
で
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
馬
を

運
ん
だ
船
底
材
を
再
利
用
し
た
井
戸
が
見
つ
か
っ
た
。 

 

河
辺
郡
の
南
部
一
帯
は
遺
跡
の
密
集
地
帯
の
た
め
安
易
な
推
測
は
で
き
ず
、
若
王
寺
或
い
は
周
辺
遺
跡
で
の
中
期
以

降
の
鍛
冶
作
業
に
地
域
的
・
職
制
的
に
額
田
部
氏
の
関
与
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
鏡
王
の
移
住
の
動
機
の
一
つ
も
そ
こ

に
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。 

 

額
田
部
氏
の
祖
神
に
つ
い
て
、
宝
賀
寿
男
氏
の
関
連
サ
イ
ト
「
古
樹
紀
之
房
間
」
で
は
「
鈴
木
真
年
関
係
の
系
図
史

料
か
ら
、
額
田
毘
道
男

ぬ

か

た

び

み

ち

お

の
別
称
を
持
つ
坂
戸
毘
古
が
額
田
部
連
・
額
田
部
の
祖
先
で
あ
り
、
天
孫
族
が
管
掌
し
た
製
鉄
・

鍛
冶
職
掌
部
族
で
あ
る
」
と
要
約
さ
れ
て
い
る
。 

坂
戸
毘
古
は
『
記
』
で
大
国
主
の
子
の
妻
と
し
て
記
さ
れ
る
日
名
照

ひ

な

て

る

額
田
毘
道
男
伊
許
知
邇

い

こ

ち

に

神
の
前
半
名
に
用
い
ら

れ
た
男
神
で
あ
る
。
そ
し
て
、
大
国
主
の
別
名
と
さ
れ
る
大
物
主
の
娘
に
比
売
多
多
良
伊
須

ひ

め

た

た

ら

い

す

気
余

け

よ

理
比
売

り

ひ

め

が
現
れ
、
こ
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れ
は
『
紀
』
の
媛
蹈
鞴

ひ

め

た
た

ら

五
十

い

鈴
媛

す
ず
ひ
め

命
で
神
武
天
皇
の
初
代
皇
后
で
あ
り
、『
記
』
よ
り
四
年
前
の
撰
上
日
が
記
さ
れ
る
『
粟
鹿

あ

わ

が

大
明
神
元
記
』
の
竪
系
図
に
見
え
る
溝
杭
矢
瀬
姫

み
ぞ
く
い
の
や
せ
ひ
め

蹈
鞴
五
十
鈴
姫
で
あ
る
。 

ヒ
メ
タ
タ
ラ
イ
ス
ケ
ヨ
リ
ヒ
メ
の
元
名
は
富
登

ほ

と

多
多
良
伊
須
気
余
理
比
売
で
、
三
書
共
一
人
の
女
神
名
に
な
ぜ
二
度

も
ヒ
メ
が
付
く
の
か
疑
問
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
は
あ
る
が
、
語
頭
の
ヒ
メ
は
比
売
神
、
語
尾
の
ヒ
メ
は
存
命
中
の
姫
の

呼
称
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
同
時
に
皆
「
タ
タ
ラ
」
の
名
を
残
し
て
い
る
こ
と
が
目
に
付
く
。 

そ
れ
は
明
ら
か
に
、
わ
が
国
古
代
製
鉄
で
用
い
ら
れ
て
倭
語
と
は
思
え
な
い
語
感
を
持
つ
「
た
た
ら
」
（
鞴

ふ
い
ご

）
、
即
ち

粘
土
で
作
っ
た
炉
に
空
気
を
送
り
込
む
た
め
に
必
要
な
吹
子

ふ

い

ご

と
、
た
た
ら
を
用
い
た
「
た
た
ら
製
鉄
」（
た
た
ら
吹
き
）

に
拠
っ
た
名
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
ホ
ト
は
女
陰
を
指
す
語
で
も
あ
っ
た
が
、
富
登

ほ

と

は
炉
に
空
気
を
送
り
込
む

た
め
に
炉
の
前
の
土
に
掘
っ
た
溝
の
呼
び
名
（
火
処
・
火
窪
・
火
戸
）
で
も
あ
っ
た
。 

大
阪
府
茨
木
市
の
溝
咋

み
ぞ
く
い

神
社
は
ヒ
メ
タ
タ
ラ
イ
ス
ズ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
と
そ
の
母
の
玉
櫛

た
ま
く
し

媛
を
主
祭
神
と
し
て
、
そ
の

祖
父
の
溝
咋
耳

み
ぞ
く
い
み
み

命
も
祀
っ
て
お
り
、
ミ
ゾ
ク
イ
の
名
は
ミ
ゾ
ク
イ
ノ
ヤ
セ
ヒ
メ
ま
た
ホ
ト
と
繋
が
る
。 

一
方
、
鏡
作
部
の
遠
祖
は
、『
紀
』
巻
第
一
（
神
代
上
）
第
七
段
の
一
書
の
一
に
お
い
て
は
石
凝
姥

い
し
こ
り
ど
め

命
で
あ
り
、
一
書

の
二
で
は
そ
の
父
の
天
糠
戸

あ
め
の
ぬ
か
ど

命
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
イ
シ
コ
リ
ド
メ
は
岩
屋
に
籠
っ
た
天
照
大
神
を
引
き
出
す

た
め
の
八
咫
鏡
を
作
る
た
め
に
鹿
の
皮
を
剥
い
で
天
羽
鞴

あ
め
の
は
ぶ
き

を
作
っ
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
初
期
の
タ
タ
ラ

は
皮
吹
子
で
、
鏡
の
鋳
型
は
石
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

鏡
作
神
社
の
祭
神
は
ア
メ
ノ
ヌ
カ
ト
と
イ
シ
コ
リ
ド
メ
で
、
近
く
の
鏡
作
伊
多

い

た

神
社
は
イ
シ
コ
リ
ド
メ
が
祭
神
で
あ

る
。
も
う
一
社
、
鏡
作
麻
気

ま

け

神
社
は
ア
メ
ノ
ヌ
カ
ト
の
更
に
祖
と
し
て
製
鉄
・
鍛
冶
の
神
の
天
目
一
箇

あ

め
の
ま

ひ
と

つ

神
を
祭
神
に
し 
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て
い
る
。 

イ
シ
コ
リ
ド
メ
の
コ
リ
は
坂
戸
毘
古
の
曽
孫
、
忍
凝
見

お

し
こ
り

み

命
と
同
じ
意
味
で
つ
け
ら
れ
た
と
思
わ
れ
、
前
述
の
「
古
樹

紀
之
房
間
」
で
は
コ
リ
を
鉄
塊
と
し
て
い
る
。 

そ
し
て
、
ア
マ
ノ
マ
ヒ
ト
ツ
ノ
カ
ミ
の
父
が
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
の
ア
マ
ツ
ヒ
コ
ネ
で
、
天
孫
額
田
部
連
や
額
田
部
湯
坐

ゆ

え

連
、
ま
た
摂
津
国
凡
河
内
忌
寸

お
お
し
こ
う
ち
の
い
み
き

、
山
背
姫
王
の
項
で
触
れ
た
山
代
直
の
祖
で
あ
る
。
そ
し
て
凡
河
内
（
大
河
内
）
氏
の
稚わ

く

子
媛

ご

ひ

め

が
宣
化
天
皇
の
妃
に
な
っ
て
威
奈
氏
の
祖
に
な
っ
た
火
炎
皇
子
を
も
う
け
た
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
猪
名
氏
か
ら
遠
祖
ア
マ
ノ
マ
ヒ
ト
ツ
ま
で
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
額
田
部
連
氏
が
威
奈
氏
よ
り
は
る
か
に

古
い
有
力
氏
族
で
あ
り
、
平
群
郡
額
田
郷
で
一
族
の
額
田
部
湯
坐
連
（
貴
人
の
湯
浴
み
役
）
も
使
っ
て
額
田
部
皇
女
（
推

古
天
皇
）、
ま
た
鏡
王
の
娘
の
額
田
（
部
）
姫
王
の
養
育
に
も
係
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
背
景
が
浮
か
び
上
が
っ
た
、
と
言

え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

③ 

吹
黄
戸
自
（
吹
芡
刀
自
） 

『
万
葉
集
』
巻
一
（
雜
歌
）
第
二
十
二
番
の
歌
の
作
者
は
、
最
も
古
い
「
西
本
願
寺
本
」（
七
～
八
世
紀
）
で
吹
芡
刀
自

ふ
（
ふ
）
き
の
と
じ

、

最
も
新
し
い
「
元
暦
校
本
」
（
十
二
世
紀
）
で
吹
黄
刀
自
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

『
万
葉
集
』
に
採
ら
れ
た
歌
も
人
物
も
年
代
順
で
は
な
い
が
、
吹
芡
刀
自
の
前
後
の
詠
み
人
は
次
表
の
通
り
で
、
そ

れ
だ
け
で
も
吹
芡
刀
が
有
力
な
貴
人
だ
っ
た
こ
と
が
分
る
。 

そ
し
て
、
第
二
十
二
番
の
題
詞
（
私
訳
）
と
歌
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 
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明
日
香
の
清
御
原
の
宮
の
天
皇
（
天
武
天
皇
）
の
代 

十
市
皇
女
の
伊
勢
の
神
宮
に
参
拝
さ
れ
た
時
、
波
多
（
三

重
県
一
志
郡
一
志
町
）
の
横
山
の
巌

い
わ
お

を
見
て
、
吹
芡
刀
自
の
作
歌 

河
上
乃 

湯
津
盤
村
二 

草
武
左
受 

常
丹
毛
冀
名 

常
處
女
煮
手 

（
河
の
上え

の 

ゆ
つ
磐
村

い
わ
む
ら

に 

草
む
さ
ず 

常
に
も
冀が

も

な 

常
處
女

と

こ
お

と

め

に
て
） 

 

 

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
「
万
葉
集
ナ
ビ
」
に
よ
る
こ
の
意
訳
は
、「
五
十
鈴
川
の
清
冽
な
岩
群
れ

に
雑
草
が
繁
茂
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
十
市
皇
女
様
も
ず
っ
と
處
女
の
よ
う
に
美
し

く
清
ら
か
で
あ
ら
せ
ら
れ
る
よ
う
に
。
」
で
あ
る
。 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

そ
し
て
、
そ
の
歌
は
『
紀
』
天
武
四
年
（
６
７
５
年
）
二
月
条
の
、
十
市
皇
女
と
阿
閉

皇
女
を
伊
勢
神
宮
に
参
拝
さ
せ
た
記
事
に
符
合
す
る
も
の
で
あ
り
、『
紀
』
に
記
載
の
な
い

吹
芡
刀
自
が
そ
の
旅
に
同
行
し
て
い
た
と
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

吹
芡
刀
自
・
吹
黄
刀
自
を
旅
に
同
行
し
た
侍
女
と
見
る
説
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
名
か
ら

『
皇
胤
志
』
の
吹
黄
戸
自
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
無
い
。 

従
っ
て
、
天
武
天
皇
の
義
母
で
あ
り
、
大
来
皇
女
に
も
十
市
皇
女
に
も
血
は
つ
な
が
ら

な
い
が
祖
母
だ
っ
た
。
ま
た
、
阿
閉
皇
女
は
鸕
野
讃
良
皇
后
お
気
に
入
り
の
従
姉
で
天
武

夫
妻
の
義
理
の
娘
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
天
武
天
皇
は
大
切
な
皇
女
た
ち
の
信
頼 
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で
き
る
保
護
者
と
し
て
、
高
齢
で
も
元
気
だ
っ
た
義
母
に
同
行
す
る
よ
う
に
頼
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。 

 

当
時
飛
鳥
か
ら
伊
勢
へ
は
徒
歩
で
一
週
間
く
ら
い
か
か
っ
て
お
り
、
警
護
の
武
人
た
ち
や
輿
を
か
つ
ぐ
人
夫
た
ち
も

入
れ
て
か
な
り
の
人
数
だ
っ
た
か
ら
、
街
道
が
整
え
ら
れ
て
い
た
宇
陀
か
ら
名
張
を
経
由
し
て
北
東
そ
し
て
東
に
向
か

い
、
波
多
を
越
え
て
南
東
に
下
っ
て
松
坂
辺
り
で
一
泊
、
中
村
川
・
金
剛
川
・
櫛
田
川
を
渡
っ
て
斎
宮
（
明
和
町
）
に

伺
い
、
そ
れ
か
ら
伊
勢
宮
に
詣
で
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

但
し
、
当
時
は
ま
だ
ア
マ
テ
ラ
ス
も
内
宮
も
整
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
前
年
か
ら
斎 

宮
と
し
て
送
ら
れ
て
い
た
大
来
（
大
伯
）
皇
女
が
仕
え
た
神
は
丹
波
か
ら
迎
え
ら
れ
た
豊
宇

と

よ

う

気
毘
売

け

び

め

神
（
『
記
』
）
で
、

そ
れ
を
祀
っ
て
い
た
宮
は
雄
略
期
に
創
建
さ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
現
在
の
外
宮
だ
っ
た
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。 神

宮
の
形
成
や
歌
に
詠
ま
れ
た
地
名
の
疑
義
は
と
も
か
く
と
し
て
、
第
二
十
二
番
の
歌
調
は
、
筆
者
の
思
い
込
み
か

も
し
れ
な
い
が
、
皇
女
た
ち
に
対
す
る
気
後
れ
や
遠
慮
は
ま
っ
た
く
感
じ
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
巫
女
の
神
託
め
い
た
言

葉
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
歌
が
明
日
に
も
斎
宮
に
着
け
る
日
に
詠
ま
れ
た
の
な
ら
、
吹
芡
刀
自
の
頭
の
中
に

は
、
大
来
皇
女
の
前
の
伊
勢
斎
宮
に
な
っ
た
酢
香

す

か

手て

姫ひ
め

皇
女
が
浮
か
ん
で
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

な
ぜ
な
ら
、
用
明
天
皇
の
娘
だ
っ
た
そ
の
皇
女
は
『
記
』
で
は
須
賀
志
呂
古

す

が

し

ろ

こ

郎
女
と
、
蘇
我
や
ス
サ
ノ
オ
に
関
係
す

る
と
み
ら
れ
る
須
賀
の
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
母
は
異
説
も
あ
る
が
、
葛
城
直
磐
村

●

●

の
娘
の
広
子
（『
記
』
比
呂
）
と

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 
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酢
香
手
姫
皇
女
の
祖
父
が
磐
村
な
ら
、
大
来
皇
女
は
天
智
天
皇
の
孫
娘
で
あ
る
。
磐
群
が
あ
え
て
磐
村
と
書
か
れ
た

と
す
れ
ば
、「
河
の
上
の
ゆ
つ
（
神
聖
な
）
磐
村
」
に
は
そ
う
い
っ
た
心
情
、
ま
た
歌
全
体
で
大
来
皇
女
と
大
津
皇
子
と

の
関
係
を
危
惧
す
る
気
持
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

そ
の
歌
が
詠
ま
れ
た
年
の
関
係
者
の
年
齢
は
、
大
来
皇
女
は
十
五
歳
、
６
５
３
年
生
ま
れ
の
十
市
皇
女
は
二
十
三
歳
、

の
ち
に
元
明
天
皇
に
な
る
阿
閉
皇
女
は
十
六
歳
だ
っ
た
。 

こ
れ
に
対
し
て
、
６
３
３
年
（
頃
）
生
ま
れ
と
推
定
し
た
額
田
姫
王
か
ら
想
像
す
る
と
、
吹
芡
刀
自
は
６
１
６
年
く

ら
い
の
生
ま
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
伊
勢
に
詣
で
た
年
に
は
六
十
歳
く
ら
い
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
額
田
姫
王
が
健
康
で
長
寿
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

  

第
二
十
二
番
歌
に
つ
い
て
こ
こ
で
追
記
し
て
お
き
た
い
の
は
、
万
葉
学
者
だ
っ
た
伊
藤
博は

く

氏
が
『
遊
宴
の
花
︱
額
田

王
論
︱
』（「
萬
葉
」
第
八
十
二
號 

昭
和
四
十
八
年
八
月
）
に
お
い
て
、「
こ
の
女
性
（
吹
芡
戸
自
）
は
額
田
王
と
相
似

る
面
を
持
っ
た
歌
人
だ
っ
た
と
考
え
る
が
」
と
、
所
感
を
述
べ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
歌
人
の
恐
る
べ
き
感
覚
と

感
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。 

伊
藤
氏
は
同
論
に
お
い
て
そ
れ
と
は
別
に
、「
額
田
を
め
ぐ
っ
て
同
母
兄
弟
二
人
に
恋
愛
葛
藤
の
事
件
が
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
た
と
い
う
証
拠
は
、
古
代
文
献
の
ど
こ
に
も
指
摘
で
き
な
く
な
っ
た
。
額
田
は
天
智
の
妻
な
ど
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
」
と
も
述
べ
て
い
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
本
論
筆
者
は
、
額
田
姫
王
は
恐
ら
く
斉
明
天
皇
の
お
気
に
入
り
と
し
て
ま
た
身
分
的
に
は
女
官
た
ち 
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の
ま
と
め
役
の
責
任
者
と
し
て
、
同
時
に
そ
の
裏
で
は
、
天
智
天
皇
が
大
海
人
皇
子
の
妻
と
娘
（
十
市
皇
女
）
を
質
（
人

質
）
と
す
る
た
め
に
、
後
宮
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

歌
に
は
素
人
の
筆
者
が
感
じ
る
と
こ
ろ
、
伊
藤
氏
の
額
田
王
の
歌
の
解
釈
は
的
確
で
あ
り
、
数
々
の
指
摘
に
も
全
面

的
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

観
点
を
変
え
て
鏡
王
と
フ
キ
ノ
ト
ジ
の
名
称
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
る
と
︱
︱
、 

 

鏡
王
の
生
育
地
は
不
明
だ
が
、「
額
田
鏡
王
」
の
尊
称
を
素
直
に
眺
め
る
と
、
そ
の
額
田
が
生
育
さ
れ
た
氏
族
か
場
所

を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

管
見
に
し
て
額
田
鏡
王
の
名
を
そ
の
よ
う
に
解
し
た
論
を
目
に
し
た
こ
と
が
無
い
が
、「
生
育
地
ま
た
は
養
育
氏
族
名

（
額
田
）
＋
字

あ
ざ
な

（
鏡
）・
称
号
（
王
）」、
つ
ま
り
「
押
坂
（
忍
坂
）
＋
彦
人
＋
大
兄
皇
子
」
と
同
形
の
組
合
せ
と
見
れ

ば
、
鏡
王
は
額
田
部
皇
女
・
額
田
姫
王
と
同
様
に
、
摂
津
の
額
田
で
は
な
く
、
額
田
郷
で
額
田
部
連
氏
に
育
て
ら
れ
た

と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

鏡
王
の
父
の
阿
方
王
の
読
み
が
確
定
し
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
こ
れ
を
ア
カ
タ
で
は
な
く
ア
ガ
タ
ノ
キ
ミ
と
し
て
、

平
群
縣

あ
が
た

か
額
田
縣
と
直
接
的
な
関
係
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
想
像
し
て
い
る
。 

阿
方
王
は
、
鏡
王
と
押
坂
錦
間
皇
女
（
推
定
）
ま
た
吹
黄
刀
自
と
の
婚
姻
、
更
に
鏡
王
の
扶
養
先
を
決
め
た
重
要
人

物
だ
っ
た
。
従
っ
て
、
阿
方
王
は
飛
鳥
に
居
住
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
鏡
王
の
扶
養
先
に
は
飛
鳥
の
北
に
あ
っ
た
額

田
部
連
氏
の
本
拠
地
、
平
群
の
額
田
郷
を
選
ん
だ
と
考
え
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
飛
鳥
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
生
駒
山
地
か
ら 
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河
内
国
を
越
し
て
、
摂
津
国
の
大
都
の
難
波
の
先
に
な
る
額
田
を
選
ん
だ
と
は
考
え
に
く
い
。 

こ
こ
か
ら
も
、
鏡
王
の
時
代
ま
で
に
馬
と
鉄
を
通
じ
て
皇
室
と
そ
の
祭
祀
に
密
接
に
関
わ
っ
て
額
田
一
族
の
頂
点
に

立
っ
た
額
田
王
（
不
詳
の
男
王
）
の
娘
を
鏡
王
が
求
め
て
も
何
の
不
思
議
も
無
か
っ
た
、
と
は
言
え
る
だ
ろ
う
。 

そ
し
て
本
書
で
は
、
そ
の
娘
が
恐
ら
く
長
女
だ
っ
た
吹
黄
戸
自
で
あ
り
、
額
田
部
家
の
財
を
受
け
て
鏡
王
の
居
住
地

も
民
も
管
理
監
督
し
た
の
で
戸
自
、
刀
自
の
尊
称
を
つ
け
て
呼
ば
れ
た
、
と
み
て
い
る
。 

 

そ
の
「
戸
」
が
意
味
し
た
の
は
、
欽
明
朝
以
降
に
存
在
し
て
「
養
老
令
」（
７
５
７
年
施
行
）
に
お
い
て
は
五
十
戸
を

一
里さ

と

と
し
た
、
課
税
基
準
と
人
民
統
制
の
た
め
に
編
み
出
さ
れ
た
父
系
に
よ
る
地
域
集
団
の
単
位
で
あ
り
、
戸
主
を
中

心
と
す
る
家
族
や
縁
者
だ
け
で
な
く
そ
こ
の
住
人
や
奴
婢
な
ど
も
含
ん
だ
、
お
よ
そ
二
百
人
の
成
人
組
織
だ
っ
た
と
理

解
さ
れ
る
。 

従
っ
て
、
刀
自
は
単
な
る
一
家
庭
の
高
齢
の
女
主
人
で
は
な
く
、
豪
族
の
王
の
家
長
的
権
威
を
受
け
継
い
だ
娘
だ
っ

た
。
歴
史
学
者
の
義
江
明
子
氏
の
表
現
（「
「
刀
自
」
か
ら
み
た
日
本
古
代
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
）
を
借
り
れ
ば
、
「
村

の
統
率
者
と
し
て
の
刀
自
・
家
の
経
営
者
と
し
て
の
刀
自
」
で
あ
る
。 

額
田
姫
王
の
母
が
刀
自
と
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
額
田
姫
王
が
吹
黄
刀
自
か
ら
家
督
を
受
け
継
い
だ
可
能
性
を
示
唆
し

て
い
る
。 

一
方
、
複
数
い
た
女
王
の
中
か
ら
、
ま
た
三
世
女
王
の
中
か
ら
な
ぜ
『
紀
』
は
姫
王
を
七
人
し
か
記
さ
な
か
っ
た
の

か
、
と
い
う
疑
問
は
ま
だ
解
か
れ
て
い
な
い
。 
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筆
者
に
は
「
大
刀
自
」
と
刀
自
」
の
定
義
や
区
別
や
定
義
を
把
握
で
き
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
の
で
、
こ
こ
で
姫
王

に
対
し
て
結
論
め
い
た
定
義
を
述
べ
る
こ
と
は
短
絡
的
か
も
し
れ
な
い
が
、「
一
軒
の
家
庭
で
は
な
く
、
家
の
集
合
体
の

「
戸
」
を
取
り
仕
切
る
、
天
皇
か
ら
皇
子
や
王
を
経
て
継
承
し
た
家
督
の
相
続
権
を
持
つ
こ
と
を
認
め
ら
れ
た
、
戸
長

的
・
族
長
的
な
三
世
女
王
が
姫
王
だ
っ
た
」
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。 

そ
し
て
、
そ
れ
を
示
す
の
が
吹
黄
戸
自

●

●

の
表
記
で
、『
皇
胤
志
』
が
残
し
た
功
績
だ
っ
た
と
認
め
た
い
。 

ま
た
、
姫
王
が
用
明
期
か
ら
元
明
期
ま
で
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
理
由
は
、
刀
自
の
性
格
や
資
格
が
蘇
我
氏
の

規
定
だ
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
鏡
姫
王
は
鏡
王
家
の
刀
自
で
あ
り
、
額
田
姫
王
は
額
田
部
家
の
刀
自
だ
っ
た
か
ら
、
歴
史
上
唯
一
、
鏡
王
だ

け
が
二
人
の
姫
王
の
父
に
な
っ
た
」
、
と
理
解
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。 

 

 

そ
し
て
、
本
書
で
吹
黄
刀
自
を
額
田
部
連
氏
の
娘
と
見
る
理
由
は
、
フ
キ
の
名
前
に
製
鉄
と
の
関
連
性
が
深
く
見
ら

れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

系
図
で
は
吹
黄
刀
自
は
万
葉
集
で
は
吹
芡
刀
自
は
フ
フ
キ
ノ
ト
ジ
と
読
ま
れ
、
植
物
の
フ
キ
（
蕗
）
は
古
語
の
フ
フ

キ
が
転
じ
た
語
で
あ
る
。 

「
語
源
由
来
辞
典
」（
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
に
よ
る
フ
フ
キ
の
語
源
と
し
て
、
冬
に
黄
色
い
花
が
咲
く
こ
と
か
ら
「
フ
ユ

キ
（
冬
黄
）
の
中
略
で
「
フ
キ
」
に
な
っ
た
と
す
る
説
や
、
ふ
き
の
葉
は
大
き
く
、
少
し
の
風
で
も
揺
れ
る
こ
と
か
ら

「
ハ
フ
キ
（
葉
吹
き
）」「
フ
フ
キ
（
風
吹
き
）
の
意
味
と
す
る
説
な
ど
が
あ
る
と
し
て
い
る
、
つ
ま
り
、
フ
フ
キ≻

フ
キ
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は
黄
、
風
、
吹
く
と
も
切
り
離
せ
な
い
意
味
を
持
っ
て
い
た
と
み
な
さ
れ
る
。 

ま
た
、
芡
は
ミ
ズ
ブ
キ
（
水
蕗
）、
ス
イ
レ
ン
科
の
オ
ニ
バ
ス
（
鬼
蓮
）
の
こ
と
だ
っ
た
。
槍
の
穂
先
の
よ
う
な
形
の

葉
が
鋭
い
と
げ
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
水
面
に
伸
び
て
広
が
っ
た
葉
は
時
に
二
メ
ー
ト
ル
を
超
す
こ
と
も
あ
る
。
こ
こ
か

ら
、
吹
芡
は
肌
に
刺
さ
る
ト
ゲ
の
よ
う
な
飛
沫
を
飛
ば
す
溶
け
た
鉄
や
銅
、
吹
黄
は
吹
子
で
風
を
送
っ
て
高
温
に
な
っ

た
金
属
の
色
と
結
び
つ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
「
吹
く
」
は
氏
数
々
の
神
名
に
付
け
ら
れ
た
タ
タ
ラ
と
直
結
す
る
語
で
あ
り
、
フ
キ
の
茎
も
フ
イ
ゴ
（
鞴
、

吹
子
）
を
連
想
さ
せ
る
。 

 

但
し
、
吹
黄
刀
自
に
つ
い
て
宝
賀
寿
男
氏
か
ら
は
、
そ
こ
（
威
奈
郷
）
に
額
田
王
（
額
田
姫
王
）
の
実
家
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
一
方
で
、
吹
黄
刀
自
は
平
群
臣
一
族
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
、
平
群
臣
一

族
に
額
田
首
が
あ
り
額
田
部
連
の
居
住
地
が
近
い
、
ま
た
額
田
部
連
の
系
図
も
初
期
の
も
の
し
か
知
れ
ず
で
決
め
手
が

な
い
、
額
田
王
は
ど
ち
ら
の
額
田
な
の
か
わ
か
ら
な
い
、
と
の
ご
意
見
を
戴
い
て
い
る
。 

武
内
宿
禰
を
祖
と
す
る
蘇
我
氏
と
同
族
の
平
群
臣
は
、
『
紀
』
武
烈
即
位
前
紀
か
ら
海
柘
榴
市

つ

ば

い

ち

に
あ
っ
た

亭
う
ま
や
た
ち

（
官

馬
の
駅
舎
）
の
管
理
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
海
柘
榴
市
に
は
推
古
天
皇
の
宮
も
あ
っ
た
。
ま
た
平
群

氏
の
同
族
に
馬
の
飼
育
・
管
理
に
従
事
し
た
額
田
首
が
い
た
。 

多
数
の
史
学
者
が
考
察
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
複
雑
な
額
田
、
額
田
部
及
び
復
姓
に
関
し
て
、
筆
者
に
論
じ
る
資
格

も
余
地
は
無
い
。
し
か
し
、
吹
黄
刀
自
の
名
と
製
鉄
と
の
関
連
性
は
余
り
に
も
深
い
と
み
な
さ
れ
、
刀
自
と
さ
れ
た
こ
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と
か
ら
も
、
こ
こ
で
は
「
吹
黄
刀
自
は
平
群
の
額
田
郷
に
居
住
し
た
額
田
部
連
氏
本
家
の
長
女
で
、
額
田
郷
で
養
育
さ

れ
た
鏡
王
と
の
出
会
い
か
ら
、
摂
津
の
威
奈
郷
に
戻
っ
た
鏡
王
に
求
め
ら
れ
て
額
田
に
移
り
、
額
田
姫
王
を
も
う
け
た
。

額
田
姫
王
は
摂
津
で
生
ま
れ
た
」
と
の
仮
説
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。 

  

こ
こ
で
、『
万
葉
集
』
の
歌
を
も
う
一
首
、
六
七
八
年
四
月
に
十
市
皇
女
が
宮
中
で
突
然
薨
じ
た
あ
と
に
、
十
市
皇
女

と
の
再
婚
を
望
ん
で
い
た
高
市
皇
子
が
詠
ん
だ
嘆
き
の
歌
と
さ
れ
る
、
巻
二 

第
一
五
八
番
を
加
え
て
お
き
た
い
。 

  
 

山
振
之 

立
儀
足 

山
清
水 
酌
尓
雖
行 

道
之
白
鳴 

 
 

（
山
吹
の
立
ち
よ
そ
ひ
た
る
山
清
水
汲
み
に
行
か
め
ど
道
の
知
ら
な
く
） 

 
 

ま
っ
黄
色
な
山
吹
の
花
々
に
彩
ら
れ
た
山
清
水
（
泉
）
に
水
く
み
に
行
き
た
い
の
だ
が
道
が
分
か
ら
な
い
）
（
「
万

葉
集
ナ
ビ
」
） 

  

黄
色
の
山
吹
に
飾
ら
れ
た
清
水
が
湧
き
出
る
泉
が
黄
泉

●

●

（
死
者
の
国
）
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
、
生
き
て 

い
る
自
分
は
そ
こ
に
行
く
道
を
知
ら
な
い
か
ら
も
う
十
市
皇
女
に
逢
え
な
い
と
い
う
嘆
き
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。 

  

し
か
し
、
そ
の
歌
の
最
初
に
詠
み
込
ま
れ
た
山
振

や
ま
ぶ
り

（
山
吹
）
は
黄
色
に
直
結
す
る
語
で
、
春
に
黄
金
色
に
近
い
黄
色

の
花
を
つ
け
る
。
黄
色
は
ま
た
溶
け
た
鉄
の
色
で
あ
り
、
高
温
で
溶
け
た
鉄
の
炎
は
古
く
か
ら
山
吹
色
と
も
称
さ
れ
て 
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い
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
歌
は
最
初
に
吹
黄
刀
自
を
思
い
出
さ
せ
る
意
図
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 
そ
し
て
、
十
市
皇
女
が
山
吹
に
守
ら
れ
て
い
る
と
解
釈
す
れ
ば
、
吹
黄
刀
自
は
十
市
皇
女
よ
り
少
し
先
に
死
去
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
享
年
は
六
十
三
歳
く
ら
い
で
、
伊
勢
参
り
か
ら
三
年
く
ら
い
で
死
去
し
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
。 

し
か
し
、
実
際
に
は
高
市
皇
子
は
吹
黄
刀
自
の
墓
所
も
、
慕
っ
て
い
た
異
母
姉
の
十
市
皇
女
が
赤
穂
に
葬
ら
れ
た
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
。
十
市
皇
女
が
吹
芡
刀
自
に
導
か
れ
て
伊
勢
の
宮
に
詣
で
た
こ
と
も
知
っ
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。 
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吹
黄
刀
自
も
十
市
皇
女
も
死
し
て
神
に
な
っ
た
、
黄
泉
の
国
で
も
祖
母
は
孫
娘
を
守
っ
て
い
る
、
そ
の
孫
娘
の
夫
を

攻
め
る
い
く
さ
を
指
揮
し
た
の
は
自
分
だ
か
ら
、
自
分
が
死
ん
で
も
二
人
の
も
と
に
は
辿
り
着
け
な
い
だ
ろ
う
、
と
筆

者
に
は
感
じ
ら
れ
る
歌
で
あ
る
。 

  

と
こ
ろ
で
、『
紀
』
に
は
「
赤
穂
」
に
葬
ら
れ
た
女
性
が
二
人
記
さ
れ
て
い
る
。
十
市
皇
女
と
、
鎌
足
と
鏡
姫
王
の
娘

で
天
武
天
皇
の
夫
人
に
な
っ
た
氷
上
娘
（
氷
上
大
刀
自
。
６
８
２
年
薨
）
で
あ
る
。 

十
市
皇
女
は
死
後
七
日
後
、
氷
上
娘
は
六
日
後
に
葬
ら
れ
て
お
り
、
二
人
共
宮
中
で
急
死
し
て
か
ら
埋
葬
ま
で
の
日

数
が
極
め
て
短
い
。
流
行
り
病
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
当
時
に
は
多
く
あ
る
こ
と
で
は
あ
っ
た
が
、

夫
々
の
母
、
額
田
姫
王
も
鏡
姫
王
も
娘
に
先
立
た
れ
る
と
い
う
逆
縁
の
悲
し
み
を
味
わ
っ
た
の
で
あ
る
。 

し
か
し
、
そ
の
「
赤
穂
」
の
場
所
は
ど
ち
ら
も
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

そ
こ
で
、
本
論
と
は
直
結
し
な
い
蛇
足
に
な
る
が
︱
︱
、 

 

十
市
皇
女
の
墓
の
有
力
な
候
補
地
と
し
て
、
奈
良
市
高
畑
町
の
赤
穂
神
社
（
『
延
喜
式
』
「
神
名
帳
）
赤
穂
明
神
）
と

同
じ
町
内
に
あ
っ
て
「
高
貴
の
姫
の
墓
」
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
比
売
塚
が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

新
薬
師
寺
横
の
南
都
鏡
神
社
の
別
社
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
南
都
鏡
神
社
は
藤
原
広
嗣
を
祀
る
唐
津
市
の
鏡
神
社

を
勧
請
し
た
藤
原
氏
の
氏
神
だ
っ
た
か
ら
、
鏡
王
・
威
奈
氏
、
額
田
部
氏
と
は
無
関
係
で
あ
る
。 

あ
く
ま
で
筆
者
の
感
覚
だ
が
、
注
目
に
値
す
る
別
の
遺
跡
が
あ
る
。 

桜
井
市
慈
恩
寺
に
あ
っ
て
朝
倉
富
士
と
も
呼
ば
れ
る
外
鎌
山

と

か
ま

や

ま

（
旧
名
忍
坂
山
）
の
西
部
か
ら
南
部
に
な
る
忍
坂
周
辺 
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は
古
墳
や
史
跡
の
密
集
地
帯
で
、
そ
の
尾
根
の
南
端
に
八
角
墳
の
段
ノ
塚
古
墳
（
舒
明
天
皇
陵
）
と
糠
手
姫
皇
女
押
坂

墓
、
鏡
女
王
忍
坂
墓
等
々
が
あ
る
。
ま
た
外
鎌
山
の
南
麓
で
東
か
ら
西
に
流
れ
る
粟
原
川

お
お
ば
ら
が
わ

の
中
ほ
ど
の
南
側
に
粟
原
寺

（
跡
）
が
あ
り
、
そ
こ
は
額
田
姫
王
が
建
立
に
関
わ
っ
た
寺
だ
っ
た
。 

そ
し
て
、
段
ノ
塚
古
墳
の
北
西
、
桜
井
市
赤
尾

●

●

か
ら
粟
原
川
を
渡
っ
て
数
百
メ
ー
ト
ル
北
に
忍
坂

お
っ
さ
か

古
墳
群
が
あ
っ
た
。

そ
の
内
の
四
基
が
桜
井
市
朝
倉
台
２
号
公
園
に
移
さ
れ
た
の
だ
が
、
七
世
紀
後
半
か
ら
末
頃
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
る
そ

の
８
号
墳
と
９
号
墳
の
形
状
と
構
造
に
著
し
い
特
徴
が
あ
る
。 

両
墳
墓
の
規
模
・
構
造
・
石
材
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
径
約
十
三
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
、
磚
槨

せ
ん
か
く

（
磚
積
）
式
横
穴
式
石
室

を
持
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
磚
槨
式
と
は
レ
ン
ガ
状
（
板
状
）
に
剥
離
す
る
石
を
積
み
上
げ
る
工
法
で
、
そ
こ
で

使
わ
れ
て
い
た
石
は
そ
の
辺
り
が
特
産
の
室
生
火
山
岩
（
通
称
榛
原
石
、
室
生
石
）
で
あ
る
。
そ
の
工
期
は
、
岩
を
切

り
出
し
て
陵
墓
の
形
や
規
模
に
応
じ
て
加
工
す
る
切
石
式
よ
り
短
期
間
で
済
む
。
そ
の
工
法
で
最
大
規
模
の
帯
解
黄
金

塚
古
墳
（
本
論
（
２
）
⑧
）
の
お
よ
そ
半
分
の
長
さ
を
も
つ
墳
墓
に
、
花
山
西
塚
古
墳
（
桜
井
市
粟
原
。
七
世
紀
後
半

頃
。
国
史
跡
）
が
あ
る
。
そ
の
被
葬
者
・
遺
物
は
不
明
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
９
号
墳
は
全
体
と
し
て
Ｔ
字
型
を
し
て
お
り
、
羨
道
の
奥
に
あ
る
玄
室
は
、
帯
解
黄
金
塚
古
墳
が
方
形
で

あ
る
の
に
対
し
て
、
幅
が
長
さ
を
上
回
る
長
方
形
で
あ
る
。 

し
か
し
、
８
号
墳
の
玄
室
は
正
六
角
形

●

●

●

●

だ
っ
た
。
出
土
し
た
歯
は
破
損
し
た
小
片
で
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
と
の
こ

と
で
あ
る
（
桜
井
市
教
育
委
員
会
文
化
財
課
）。 
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六
角
墳
は
長
野
県
、
茨
城
県
、
千
葉
県
に
も
あ
る
が
、
８
号
墳
以
外
に
学
術
的
に
六
角
墳
と
認
め
ら
れ
た
の
は
、
マ

ル
コ
山
古
墳
（
明
日
香
村
真
弓
。
七
世
紀
末
～
８
世
紀
初
頭
。
切
石
で
築
か
れ
た
対
角
長
約
二
十
四
メ
ー
ト
ル
の
不
正

六
角
墳
。
皇
子
が
埋
葬
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
）
と
塩
野
六
角
古
墳
（
姫
路
市
安
富
町
塩
野
。
自
然
石
で
築
か
れ
た
対

角
長
七
メ
ー
ト
ル
前
後
の
不
正
六
角
墳
）
だ
け
で
あ
る
。 

六
角
墳
を
大
和
地
方
で
は
蘇
我
氏
が
主
流
に
し
た
方
墳
と
舒
明
期
～
文
武
期
の
天
皇
陵
に
採
用
さ
れ
た
八
角
墳
と
の

中
間
形
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
、
皇
族
・
豪
族
の
首
長
級
人
物
の
埋
葬
墓
だ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
８
・
９
号
墳
が

円
墳
と
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
築
造
時
期
か
ら
天
武
期
～
持
統
期
の
皇
女
級
・
女
王
級
の
女
性
が
葬
ら
れ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

外
鎌
山
の
西
麓
、
段
ノ
塚
古
墳
の
西
北
西
に
は
忍
坂
坐
生
根

い

く

ね

神
社
（
式
大
大
社
）
が
あ
る
。
元
の
祭
神
は
生
根
神
（
薬

草
神
或
い
は
気
生
根
＝
清
い
水
の
神
）
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
額
田
部
湯
連
等
の
祖
と
さ
れ
る
少
彦
名

す
く
な
ひ
こ
な

神
を
祀
っ

て
い
る
。
生
根
神
社
と
い
え
ば
摂
津
（
大
阪
市
住
吉
区
）
の
生
根
神
社
が
有
名
で
、
そ
こ
の
祭
神
も
少
彦
名
神
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
が
、
本
殿
を
持
た
ず
う
し
ろ
の
磐
座
を
ご
神
体
と
す
る
忍
坂
の
生
根
神
社
に
、
生
根
薬
と
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
を

祀
る
よ
う
に
奏
上
し
た
の
が
額
田
部
氏
だ
と
い
う
の
で
あ
る
（「
大
和
志
料 

下
巻
」
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）
。 

住
吉
と
忍
坂
の
生
根
神
社
の
つ
な
が
り
、
忍
坂
に
も
額
田
部
の
関
係
氏
族
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
粟
原
寺
と

近
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
特
異
な
忍
坂
８
号
墳
の
被
葬
者
が
十
市
皇
女
だ
っ
た
可
能
性
は
捨
て
き
れ
な
い
よ
う
で

あ
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%A7%AB%E8%B7%AF%E5%B8%82
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④ 

伊
福
吉
部
徳
足
比
売
臣 

 
額
田
姫
王
の
没
年
を
考
察
す
る
前
に
、
額
田
姫
王
が
生
存
中
に
死
去
し
た
別
の
姫
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。 

そ
れ
は
江
戸
時
代
に
鳥
取
県
で
出
土
し
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
（
重
要
文
化
財
）
さ
れ
て
い
る
銅
製
の
骨
蔵
器

の
蓋
に
彫
ら
れ
て
い
た
「
伊
福
吉
部

い

お

き

べ

の

徳
足

と
こ
た
り

比
賈
臣

ひ
め
の
お

み

」
で
あ
る
。
そ
の
墓
誌
の
文
言
は
国
文
学
研
究
資
料
館
の
サ
イ
ト
「
皇

漢
」
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
イ
オ
キ
ベ
は
イ
フ
キ
ベ
と
も
読
ま
れ
る
。 

神
道
に
は
男
神
の
比
古
神
に
対
す
る
女
神
の
比
売
神
が
あ
り
、
貴
族
や
豪
族
の
家
で
姫
と
か
媛
と
呼
ば
れ
て
い
た
で

あ
ろ
う
貴
婦
人
を
女
神
に
見
立
て
た
死
後
の
追
称
・
尊
称
が
比
賈
・
比
売
で
あ
る
。『
紀
』
が
記
す
推
古
天
皇
の
諡
号
は

豐
御
食
炊
屋
姫
尊
で
、『
記
』
で
は
豐
御
食
炊
屋
比
売
命
と
し
て
お
り
、
名
前
の
最
後
に
付
け
ら
れ
た
尊
や
命
が
神
を
意

味
す
る
尊
称
で
あ
る
。 

生
前
徳
足
姫
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
徳
足
比
売
は
鳥
取
県
東
部
、
因
幡
国
法
美
郡
の
伴
造
だ
っ
た
伊
福
吉
部

氏
か
ら
文
武
天
皇
の
後
宮
に
出
仕
し
た
采
女
で
、
文
武
天
皇
の
慶
雲
四
年
（
７
０
７
年
六
月
二
十
三
日
以
前
）
に
従
七

位
下
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
一
年
後
、
元
明
天
皇
の
和
銅
元
年
に
藤
原
京
で
没
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
遺
骸
は
国
元
に
送

ら
れ
て
三
年
後
に
火
葬
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
朝
廷
に
仕
え
ず
官
職
を
持
た
な
か
っ
た
采
女
が
存
命
中
に
「
臣
」
だ
っ
た
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
采
女
が
火

葬
さ
れ
骨
蔵
器
に
入
れ
ら
れ
た
他
例
も
無
い
。 

そ
の
銘
文
に
は
別
の
注
目
点
が
あ
る
。
︱
︱
四
位
・
五
位
の
臣
下
や
諸
王
の
死
を
示
す
「
卒
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
そ
れ
が
従
五
位
下
で
あ
っ
て
も
従
七
位
下
の
四
階
級
も
上
で
あ
る
。
従
っ
て
、
卒
も
死
に
伴
う
追
位
が
あ
っ



130 

た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
こ
れ
も
極
め
て
異
例
で
あ
る
。 

「
大
宝
令
」
の
「
後
宮
官
員
令
」
で
規
定
さ
れ
た
采
女
の
条
件
は
、
郡
司
級
の
地
方
豪
族
の
容
姿
の
優
れ
た
姉
妹
か

娘
で
、
年
齢
は
十
三
～
三
十
歳
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、『
続
日
本
紀
』
は
天
皇
即
位
（
６
９
７
年
）
後
に
母
の

藤
原
宮
子
（
不
比
等
の
女
）
が
夫
人
に
な
り
、
石
川
刀
子
娘
と
紀
竈
門
娘
が
嬪
に
な
っ
た
と
記
す
。
そ
れ
は
後
宮
の
妻

た
ち
の
序
列
が
決
め
ら
れ
て
後
宮
の
体
制
が
整
え
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
と
捉
え
ら
れ
る
。 

徳
足
比
売
が
そ
の
年
に
後
宮
に
献
上
さ
れ
た
と
す
る
と
、
６
５
４
～
６
７
１
年
生
ま
れ
だ
っ
た
こ
と
、
つ
ま
り
三
十

七
～
五
十
四
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
十
年
後
の
７
０
７
年
に
異
例
の
叙
位
を
受
け
た
理
由
を
想
像
で
き
な
い
。 

し
か
も
、
７
０
７
年
正
月
の
朝
賀
の
記
事
が
欠
け
て
お
り
、
文
武
天
皇
は
そ
の
年
の
六
月
十
五
日
に
崩
御
し
て
い
る
。

但
し
二
月
に
昇
進
の
叙
位
の
一
部
が
記
さ
れ
て
い
る
。
采
女
に
対
す
る
特
別
の
叙
位
が
男
性
の
宮
人
た
ち
と
同
様
に
記

録
さ
れ
た
と
も
思
え
な
い
が
、
そ
の
頃
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
無
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

徳
足
比
売
の
父
を
孝
徳
朝
の
６
４
６
年
に
因
幡
国
の
評
（
郡
）
の
督
（
長
官
）
に
任
じ
ら
れ
た
伊
福
部
臣
都
牟

つ

む

自じ

（
６

５
８
年
死
去
）
と
す
る
説
が
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
都
牟
自
の
生
年
は
遅
く
と
も
推
古
期
の
６
２
０
年
以
前
と
考
え
ら

れ
て
、
徳
足
比
売
の
生
年
は
舒
明
期
が
濃
厚
に
な
り
、
６
４
０
年
を
仮
定
す
る
と
７
０
７
年
に
は
六
十
八
歳
、
６
３
０

年
な
ら
七
十
八
歳
に
な
り
、
叙
位
の
理
由
は
更
に
想
像
困
難
で
あ
る
。 

観
点
を
変
え
て
、
徳
足
比
売
が
文
武
天
皇
即
位
の
際
に
十
三
歳
で
献
上
さ
れ
た
と
想
定
す
る
と
６
８
５
年
生
ま
れ
に

な
り
、
天
皇
よ
り
二
歳
下
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

そ
う
な
る
と
、
７
０
７
年
に
二
十
三
歳
く
ら
い
で
あ
れ
ば
、
文
武
天
皇
の
子
を
な
し
た
褒
賞
と
し
て
従
七
位
下
が
叙
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位
さ
れ
て
、
翌
年
死
し
て
臣
に
相
応
し
い
卒
去
と
扱
わ
れ
た
、
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
筆
者
が
得
心
で
き
る
理
由

は
こ
れ
し
か
な
い
。 

そ
し
て
こ
こ
か
ら
は
、
年
代
的
に
も
徳
足
比
売
の
父
を
、
宝
賀
寿
男
氏
編
纂
の
『
古
代
氏
族
系
譜
集
成
』
に
示
さ
れ
て

い
る
通
り
、
都
牟
自
の
子
で
法
美

ほ

う

み

郡
領
だ
っ
た
伊
福
部
臣
国
足

く
に
た
り

と
み
な
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。 

国
足
は
『
因
幡
国
伊
福
部
臣
古
志
』
（
７
８
４
年
）
に
伊
福
部
氏
の
第
二
十
七
代
当
主
と
し
て
「
大
乙
上
国
足
臣 

従

四
位
上
左
衛
門
督 
文
徳
天
皇 

大
宝
年
中
」
と
あ
る
。
藤
原
京
の
遺
構
と
平
安
京
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
藤
原
京
の
伊

福
部
門
（
西
面
の
北
門
）
警
固
の
責
任
者
だ
け
で
な
く
、
従
四
位
上
左
衛
門
督
と
し
て
宮
城
の
門
を
警
固
す
る
左
衛
門

府
の
長
官
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

但
し
、
そ
の
文
徳
天
皇
は
古
史
料
の
文
武
天
皇
の
誤
写
か
誤
記
だ
と
思
わ
れ
、
大
乙
上
は
都
牟
自
に
授
け
ら
れ
た
冠

位
で
天
武
期
に
廃
止
さ
れ
て
い
た
の
で
そ
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
、
伊
福
部
氏
の
始
祖
を
大
己
貴
命
と
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
他
系
図
と
の
比
較
は
筆
者
に
は
困
難
で
あ
る
。 

『
古
志
』
に
は
疑
問
点
が
多
い
が
、
国
足
が
宮
城
警
備
の
責
任
者
と
し
て
適
齢
に
な
っ
た
娘
を
後
宮
に
差
し
出
し
た

背
景
は
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
、
徳
足
比
売
が
７
０
７
年
に
文
武
天
皇
の
子
か
女
を
も
う
け
て
い
た
と
す
れ
ば
、
伊
福

部
氏
は
皇
親
に
な
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。 

し
か
し
、
大
宝
元
年
（
７
０
１
年
。『
扶
桑
略
紀
』
に
拠
れ
ば
二
月
四
日
）
に
は
文
武
天
皇
と
藤
原
宮
子
（
不
比
等
の

女
）
の
間
に
首

お
び
と

皇
子
（
の
ち
の
聖
武
天
皇
）
が
誕
生
し
て
お
り
、
不
比
等
は
正
三
位
大
納
言
ま
で
昇
進
し
て
い
た
。
徳

足
比
売
が
子
女
を
も
う
け
た
と
し
て
も
、
不
比
等
に
不
都
合
な
記
録
が
抹
消
或
い
は
当
初
か
ら
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
可
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能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

 
骨
蔵
器
の
銘
文
は
、
徳
足
比
売
の
死
去
か
ら
火
葬
ま
で
を
「
戊
申
秋
七
月
一
日
卒
也
三
年
庚
戌
冬
十
月
火
葬
即
殯
」
、

そ
れ
に
続
い
て
「
故
處
末
代
君
等
不
應
崩
壊
」
、
最
後
に
銘
文
が
彫
ら
れ
た
日
付
「
和
銅
三
年
十
一
月
十
三
日
巳
未
」
が

あ
る
。 

先
ず
、
徳
足
比
売
の
死
去
か
ら
火
葬
ま
で
三
年
三
カ
月
も
か
か
っ
た
理
由
に
、
和
銅
元
年
（
７
０
８
年
）
に

詔
み
こ
と
の
り

が

出
さ
れ
て
和
銅
三
年
三
月
十
日
に
実
行
さ
れ
た
、
藤
原
京
か
ら
平
城
京
へ
の
遷
都
の
準
備
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い

だ
ろ
う
。
比
売
の
死
去
が
そ
の
期
間
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

文
武
天
皇 

七
〇
七
年
（
慶
雲
四
年
） 

前
半 

 

徳
足
比
売
に
対
し
て
従
七
位
下
を
叙
位 

 
 
 
 
 

同
年 
 

 
七
月 

文
武
天
皇
崩
御
、
火
葬 

元
明
天
皇 

七
〇
八
年
（
和
銅
元
年
） 
二
月 

 

遷
都
の
詔 

 
 
 
 
 

同
年 

 
 

七
月 
徳
足
比
売
が
死
去 

七
一
〇
年
（
和
銅
三
年
） 

三
月 

平
城
京
に
遷
都 

同
年 

 
 

十
月 

徳
足
比
売
を
因
幡
で
火
葬 

同
年 

 
 

十
一
月
十
三
日 

骨
蔵
器
を
埋
葬 

我
が
国
に
お
け
る
火
葬
は
、
７
０
０
年
四
月
に
僧
道
昭
が
遺
言
に
よ
り
初
め
て
火
葬
に
付
さ
れ
、
そ
の
後
貴
人
の
火

葬
が
広
ま
り
、
同
年
四
月
か
ら
十
一
月
の
間
に
威
奈
大
村
、
持
統
上
皇
は
７
０
２
年
十
二
月
、
文
武
天
皇
は
７
０
７
年
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七
月
に
火
葬
さ
れ
、
そ
し
て
徳
足
比
売
が
７
１
０
年
十
月
と
続
く
こ
と
に
な
る
。 

 
文
武
天
皇
の
治
定
陵
は
檜
隈

ひ
の
く
ま
の

安
古
岡
上
陵

あ
こ
の
お
か
の
え
の
み
さ
さ
ぎ

で
考
古
学
名
は
栗
原
塚
穴
古
墳
（
明
日
香
村
粟
原
）
で
、
考
古
学
会
に
お
い

て
は
そ
の
北
に
あ
る
八
角
墳
の
中
尾
山
古
墳
（
明
日
香
村
平
田
）
を
真
陵
と
み
て
い
る
が
、
飛
鳥
の
南
に
葬
ら
れ
て
お
り
、
徳

足
比
売
の
遺
骸
も
平
城
京
に
移
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
７
０
８
年
七
月
一
日
か
ら
７
１
０
年
二
月
の
間
に
藤
原
京
か
ら

日
本
海
側
の
陸
路
或
い
は
船
で
国
元
（
鳥
取
市
国
府
町
）
に
送
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

そ
し
て
、
死
か
ら
火
葬
ま
で
の
異
常
な
長
期
間
を
考
え
る
と
、
そ
の
火
葬
は
遺
体
で
は
な
く
白
骨
が
焼
か
れ
た
と
思

わ
れ
、
そ
れ
が
国
元
で
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
の
が
「
火
葬
即
殯
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
火
葬
の
あ
と
か
ら
す
ぐ

に
殯
が
始
め
ら
れ
て
、
そ
の
間
に
恐
ら
く
因
幡
の
製
鉄
氏
族
だ
っ
た
伊
福
部
氏
の
一
族
に
よ
っ
て
骨
蔵
器
が
作
ら
れ
て
、

そ
れ
を
納
め
る
岩
が
加
工
さ
れ
て
、
半
月
～
一
カ
月
後
に
遺
骨
が
骨
蔵
器
に
納
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。 鳥

取
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
「
鳥
取
ま
い
ぶ
ん
講
座
」（
第
４
回
）
の
資
料
『
因
幡
の
国
府
と
そ
の

周
辺
』
で
は
、
そ
の
「
火
葬
即
殯
」
を
「
火
葬
し
即
ち
こ
の
処
に
殯
す
」
ま
た
「
故
處
末
代
君
等
不
應
崩
壊
」
を
「
故

に
末
代
の
君
等
ま
さ
に
崩
壊
す
べ
き
か
ら
ず
」
と
訳
し
て
い
る
。 

銘
文
の
起
草
者
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
強
い
口
調
に
感
じ
ら
れ
る
の
は
僧
が
被
葬
者
の
成
仏
を
願
う
言
葉
で

は
な
く
、
火
葬
と
殯
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
徳
足
比
売
の
死
に
対
す
る
憤
り
で
あ
り
、
国
足
が
後
世
の
者
た
ち
に

対
し
て
下
し
た
命
令
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

こ
こ
か
ら
、
平
城
京
へ
の
遷
都
が
終
っ
て
一
段
落
し
た
国
足
が
、
娘
の
葬
儀
の
た
め
に
一
時
的
に
帰
国
し
た
可
能
性
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が
考
え
ら
れ
る
。 

「
文
武
紀
」
慶
雲
三
年
（
７
０
６
年
）
二
月
十
六
日
条
に
長
上
官
（
常
勤
の
宮
人
）
の
転
任
・
交
代
に
つ
い
て
「
大

宝
令
」
の
「
選
任
令
」
を
引
い
た
詔
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
六
考
（
六
年
期
限
）
を
基
準
と
す
る
規
定
が
あ
り
、

二
年
毎
の
延
長
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

そ
し
て
、
『
古
志
』
の
記
録
が
正
し
け
れ
ば
、
国
足
の
左
衛
門
府
督
の
就
任
は
７
０
１
～
７
０
３
年
で
あ
り
、
７
１

０
年
ま
で
督
で
あ
れ
ば
六
考
に
加
え
て
一
回
以
上
の
再
任
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
７
１
０
年
に
督
の
任
期

を
終
え
て
帰
国
し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。 

い
ず
れ
に
し
て
も
徳
足
比
売
の
火
葬
は
国
足
の
帰
国
を
待
っ
て
行
わ
れ
た
、
或
い
は
国
足
が
帰
国
す
る
ま
で
火
葬
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
、
従
っ
て
火
葬
の
開
始
も
埋
葬
も
国
足
が
そ
の
場
所
で
命
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
そ
れ
が
遷
都

後
七
カ
月
目
の
火
葬
に
な
っ
た
理
由
だ
と
思
わ
れ
る
。 

こ
の
点
か
ら
も
、
「
骨
蔵
器
」
銘
文
は
国
足
作
と
推
測
し
て
も
よ
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

「
伊
福
吉
部
徳
足
比
賈
臣
」
の
尊
称
は
、
文
武
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
徳
足
姫
に
対
し
て
、
元
明
天
皇
が
授
け
た

諡
号
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
の
最
終
項
を
ご
参
照
戴
き
た
い
。 

  

蛇
足
だ
が
、
伊
福
部
連
氏
も
製
鉄
氏
族
で
、
滋
賀
県
の
最
高
峰
伊
吹
山
を
西
北
方
向
に
遥
拝
す
る
地
（
阜
阜
県
不
破

郡
垂
井
町
岩
手
字
伊
吹
）
に
、
美
濃
に
居
住
し
た
伊
福
吉
部
氏
が
氏
神
を
祀
っ
た
と
思
わ
れ
る
美
濃
国
二
の
宮
伊
富
岐

い

ぶ

き

神

社
が
あ
る
。
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
拠
れ
ば
和
銅
六
年
に
は
存
在
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
祭
神
は
気
吹
男
彦
の
別
名
を
持
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つ
多
多
美
彦
命
）、
山
の
傾
斜
を
利
用
し
た
た
た
ら
製
鉄
（
野
だ
た
ら
）
を
擬
人
化
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
ヤ
マ
タ
ノ
オ

ロ
チ
等
を
祭
神
に
し
て
い
る
。 

更
に
、
伊
富
岐
神
社
の
東
南
東
に
製
鉄
の
神
、
金
山
彦
命
を
祀
る
美
濃
国
一
の
宮
南
宮
大
社
（
垂
井
町
岩
手
字
伊
吹

宮
代
。
重
文
）
が
あ
り
、
金
山
祭
（
鞴

ふ
い
ご

祭
）
が
残
っ
て
い
る
。 

従
っ
て
、
伊
福
吉
・
伊
富
岐
は
伊
吹
山
や
息
吹
と
共
に
、
タ
タ
ラ
に
関
係
し
た
語
だ
と
み
な
さ
れ
る
。 

ま
た
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
に
よ
れ
ば
「
伊
福
部
の
伴
造
氏
は
、
臣
や
連
の
ほ
か
に
、
君
・
公
な
ど
が
あ
り
、
一
族
に
は

直
・
首
姓
の
も
の
も
存
在
し
た
」
と
あ
り
、
こ
の
内
容
は
多
種
の
姓
を
持
っ
て
い
た
額
田
を
冠
す
る
氏
族
も
同
じ
で
あ

る
。 

  

そ
れ
で
は
、
徳
足
比
売
は
文
武
天
皇
の
子
女
を
な
し
た
の
か
︱
︱
。 

こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
の
可
能
性
を
推
定
し
得
る
皇
族
女
性
が
一
人
だ
け
存
在
す
る
、
と
い
う
の
が
本
書
の
答
で
あ

る
。 『

延
喜
式
』「
巻
第
五
（
神
祇
五 

斎
宮
）
に
「
未
婚
の
内
親
王
か
ら
選
ん
で
占
え
、
内
親
王
不
在
の
場
合
は
世
代
に

よ
っ
て
女
王
を
定
め
て
占
え
」
と
い
っ
た
意
味
の
規
則
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

斎
宮

い
つ
き
の
み
や

は
皇
室
か
ら
伊
勢
神
宮
と
賀
茂
神
社
だ
け
に
送
ら
れ
て
神
に
仕
え
る
皇
族
の
斎
王
の
御
所
で
、
こ
こ
で
は
伊
勢

斎
王
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、
藤
原
氏
が
政
権
を
、
祭
祀
を
中
臣
氏
が
牛
耳
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
政
権
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
皇
親
が
選
ば
れ
た
と
い
う
実
態
が
あ
り
、
天
皇
の
無
病
息
災
を
祈
る
斎
王
は
天
皇
が
崩
御
す
る
と

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%80%A3
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AD%E3%83%9F_(%E3%82%AB%E3%83%90%E3%83%8D)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B4_(%E5%A7%93)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%9B%B4_(%E5%A7%93)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%A6%96_(%E5%A7%93)
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そ
の
祈
り
が
通
じ
な
か
っ
た
と
し
て
退
下
す
る
の
が
通
例
だ
っ
た
が
、
政
変
や
政
権
の
都
合
に
よ
っ
て
突
然
変
え
ら
れ

る
こ
と
が
あ
っ
た
。 

文
武
朝
に
な
っ
て
慶
雲
三
年
（
７
０
６
年
）
か
ら
斎
王
に
送
ら
れ
た
の
は
天
武
天
皇
皇
女
の
田
方
皇
女
で
、
天
皇
崩

御
後
に
退
下
し
て
結
婚
し
た
よ
う
で
あ
る
。 

し
か
し
、
文
武
天
皇
の
早
世
に
よ
っ
て
適
齢
の
男
性
皇
嗣
が
不
在
に
な
り
、
天
武
・
持
統
系
王
朝
に
危
機
が
迫
る
中

で
、
文
武
天
皇
の
姉
（
氷
高
皇
女
）
が
７
１
５
年
に
元
正
天
皇
と
し
て
即
位
し
た
。
そ
れ
を
主
導
し
た
の
が
藤
原
不
比

等
で
あ
り
、
元
正
天
皇
即
位
の
後
で
不
比
等
が
常
に
上
位
に
置
い
て
き
た
左
大
臣
石
上
朝
臣
麻
呂
が
薨
じ
て
、
名
実
共

に
不
比
等
が
朝
廷
の
臣
下
の
頂
点
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。 

し
か
し
、
田
方
皇
女
が
退
下
し
た
あ
と
、
斎
王
の
適
任
者
も
不
在
に
な
っ
た
。
終
生
独
身
だ
っ
た
元
正
天
皇
に
は
皇

女
は
い
な
か
っ
た
し
、
早
世
し
た
文
武
天
皇
に
孫
娘
は
ま
だ
生
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
混
乱
期
の
７
１
７
年
に
、
『
続
日
本
紀
』
は
「
久く

勢せ

女
王
を
斎
宮
と
し
て
伊
勢
大
神
宮
に
奉
仕
さ
せ
た
」
（
元
正

天
皇
の
霊
亀
三
年
四
月
条
）
と
記
す
。
従
っ
て
、
久
勢
女
王
は
そ
の
年
に
未
婚
、
つ
ま
り
十
三
歳
未
満
だ
っ
た
も
の
と

み
な
せ
る
。 

こ
の
あ
と
７
２
１
年
に
斎
王
に
な
っ
た
の
は
、
五
歳
の
井
上
女
王
（
首
皇
子
と
縣
犬
養
氏
の
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た

女
王
）
で
、
聖
武
天
皇
の
即
位
に
よ
っ
て
井
上
内
親
王
に
な
っ
た
が
、
山
部
親
王
（
の
ち
の
桓
武
天
皇
）
の
立
太
子
に

伴
う
政
変
に
よ
っ
て
薨
じ
て
、
皇
統
は
天
智
天
皇
系
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。 

久
勢
女
王
の
系
譜
は
一
切
不
明
だ
が
、
文
武
天
皇
と
徳
足
比
売
と
の
間
に
７
０
６
～
７
０
７
年
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
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れ
ば
、
７
１
７
年
に
十
歳
か
十
一
歳
で
、
正
し
く
は
久
勢
内
親
王
と
さ
れ
る
べ
き
尊
称
以
外
は
、
斎
王
と
し
て
の
資
格

は
有
し
て
い
た
。
し
か
も
、
文
武
天
皇
で
は
な
く
天
武
天
皇
を
基
準
に
す
れ
ば
、
四
世
女
王
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

そ
こ
に
は
藤
原
氏
に
よ
る
虚
偽
の
記
載
や
改
竄
と
は
い
え
な
い
潤
色
と
い
う
手
法
に
よ
っ
て
、
伊
福
部
氏
を
表
に
出

さ
な
い
た
め
の
操
作
が
な
さ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

ま
た
、
久
勢
女
王
が
斎
王
に
な
っ
た
時
に
斎
宮
頭
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
、
猪
名
真
人
法
麻
呂

の

り

ま

ろ

（
従
五
位
下
）
で
、
前

掲
の
『
百
家
系
図
』
で
も
『
皇
胤
志
』
で
も
高
見
の
子
に
な
っ
て
い
る
。
大
紫
を
授
け
ら
れ
た
高
見
の
子
で
宣
化
天
皇

六
世
、
鏡
姫
王
と
額
田
姫
王
の
甥
で
し
か
も
六
十
歳
近
く
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
法
麻
呂
が
従
五
位
下
に
留
め
ら
れ
て
斎

宮
に
追
い
や
ら
れ
た
こ
と
は
、
天
武
天
皇
と
近
し
か
っ
た
旧
皇
族
の
末
裔
だ
け
で
な
く
、
天
武
天
皇
系
だ
が
持
統
天
皇

系
で
な
い
王
や
女
王
が
朝
廷
の
中
心
か
ら
疎
外
さ
れ
て
ゆ
く
、
流
れ
の
一
端
が
見
え
る
人
事
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

  

こ
こ
ま
で
の
帰
納
的
な
推
理
で
得
ら
れ
た
本
項
の
推
論
は
、「
伊
福
部
徳
足
姫
は
文
武
天
皇
の
采
女
か
ら
側
室
に
な
り
、

久
勢
内
親
王
の
母
に
な
っ
て
叙
位
を
受
け
た
。
そ
し
て
そ
の
諡
号
は
文
武
天
皇
の
母
だ
っ
た
元
明
天
皇
に
よ
っ
て
贈
ら

れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

二
十
四
年
と
い
う
短
い
生
涯
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
出
自
を
明
か
す
伊
福
部
の
刻
名
を
許
さ
れ
、
臣
と
し
て
の
卒

去
の
葬
儀
を
許
さ
れ
、
ま
た
神
格
化
さ
れ
た
比
売
の
諡
号
を
贈
ら
れ
た
理
由
は
、
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
解
け
な
い
か
ら

で
あ
る
。 

 

そ
し
て
、
伊
福
部
徳
足
比
売
と
共
に
天
武
・
持
統
・
文
武
・
元
明
期
を
生
き
た
の
が
額
田
姫
王
で
あ
る
。 
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⑤ 

比
賈
朝
臣
額
田 

 
額
田
姫
王
に
長
寿
説
が
出
さ
れ
る
原
因
は
二
つ
あ
る
。 

 

一
つ
は
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
に
同
行
し
た
時
に
、
弓
削
皇
子
（
天
武
天
皇
の
第
九
皇
子
）
が
額
田
姫
王
に
贈
っ
た

歌
（
巻
二
第
一
一
一
番
）
で
あ
る
。 

 

持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
は
６
８
９
年
か
ら
崩
御
す
る
６
９
７
年
ま
で
三
十
一
回
に
及
び
、
弓
削
皇
子
の
存
命
中
な
の

で
、
そ
れ
は
い
つ
の
年
か
分
か
ら
な
い
。
仮
に
最
後
の
行
幸
の
時
だ
っ
た
と
す
れ
ば
、
額
田
姫
王
は
六
十
六
歳
だ
っ
た

こ
と
に
な
り
、
同
行
し
て
そ
こ
で
歌
を
返
し
て
い
る
（
一
一
二
・
一
一
三
番
）
か
ら
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。 

本
項
で
は
個
々
の
歌
は
示
さ
な
い
が
、
難
解
至
極
で
読
み
と
意
味
が
定
ま
ら
な
い
巻
一
第
九
番
を
除
い
た
他
の
十
首

か
ら
は
、
斉
明
天
皇
・
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
と
一
族
に
対
す
る
恩
義
に
厚
く
、
過
激
な
或
い
は
不
本
意
な
人
生
を
強

い
ら
れ
る
皇
族
た
ち
の
近
く
に
あ
っ
て
、
即
興
歌
で
遊
べ
る
才
能
を
持
っ
た
親
し
み
や
す
い
人
柄
だ
っ
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。 

 

額
田
姫
王
の
享
年
を
推
定
さ
せ
る
史
料
の
一
つ
が
談
山
神
社
所
有
の
粟
原
寺

お
お
ば
ら
で
ら

の
伏
鉢

ふ
く
ば
ち

（
塔
頂
部
の
露
盤

ろ

ば

ん

上
で
相
輪
の

下
部
に
置
か
れ
た
穴
の
開
い
た
鉢
状
の
も
の
）
で
、
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
現
在
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て
い

る
。 そ

の
銘
文
の
一
部
を
私
訳
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。 

「
こ
の
粟
原
寺
は
仲
臣
朝
臣

あ

そ

み

大
嶌

お
お
し
ま

が
持
統
天
皇
に
願
い
出
て
草
壁
皇
子
を
敬
い
伽
藍
の
造
営
を
請
願
し
た
寺
で
あ
る
。 
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故
に
比
賈

ひ

め

朝
臣

あ

そ

み

額
田

ぬ

か

た

が
そ
の
一
年
後
か
ら
和
銅
八
年
ま
で
、
二
十
二
年
を
か
け
て
こ
の
地
に
伽
藍
を
建
て
金
堂
を
作
り

釈
迦
丈
六
尊
像
を
鋳
造
し
て
納
め
た
。
和
銅
八
年
四
月
に
そ
れ
を
敬
い
三
重
の
宝
塔
と
七
科
の
宝
と
路
盤
を
進
上
し
た
。

草
壁
皇
子
の
神
霊
が
菩
提
果
を
得
て
、
先
霊
七
世
と
共
に
彼
岸
に
登
る
こ
と
を
願
い
、
大
嶋
大
夫
が
仏
果
を
得
る
こ
と

を
願
う
」。 

草
壁
皇
子
の
薨
年
は
６
８
９
年
四
月
で
、
そ
の
埋
葬
地
を
宮
内
庁
は
円
墳
の
岡
宮
天
皇
真
弓
丘
陵
（
奈
良
県
高
市
郡

高
取
町
森
）、
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
史
学
会
で
は
出
土
し
た
歯
の
分
析
な
ど
か
ら
真
弓
丘
陵
の
す
ぐ
北
に
あ
る
八
角

墳
の
束つ

か

明
神
古
墳
（
高
市
郡
高
取
町
佐
田
）
と
見
る
説
が
主
流
で
あ
る
。 

し
か
し
、
粟
原
寺
と
そ
の
銘
文
の
解
釈
に
関
し
て
は
多
く
の
疑
問
点
が
あ
る
。 

（
１
）
草
壁
皇
子
が
薨
じ
て
四
年
後
に
よ
う
や
く
寺
の
造
営
が
始
ま
っ
た
こ
と
。 

（
２
）
寺
の
造
営
に
二
十
二
年
も
か
か
っ
た
が
完
成
し
な
か
っ
た
こ
と
。 

（
３
）
造
営
に
着
手
し
た
比
賈
朝
臣
額
田
と
は
誰
か
。 

（
４
）
誰
が
完
成
さ
せ
た
の
か
。 

（
５
）
彼
岸
に
昇
ら
れ
た
七
世
先
霊
と
は
誰
か
。 

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
本
書
の
見
解
を
簡
単
に
記
し
て
お
き
た
い
。 

 

（
１
ａ
）
比
賈
朝
臣
額
田
が
粟
原
寺
の
造
営
に
着
手
し
て
か
ら
和
銅
八
年
（
７
１
５
年
）
ま
で
二
十
二
年
か
か
っ
た
こ 

と
か
ら
、
着
工
は
持
統
七
年
（
６
９
３
年
）
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
大
嶋
が
草
壁
皇
子
を
祀
る
寺
を
造
り
た 
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い
と
進
言
し
た
年
の
一
年
後
だ
か
ら
、
進
言
は
６
９
２
年
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

草
壁
皇
子
を
祀
る
寺
を
造
り
た
い
と
い
う
神
祇
伯
大
嶋
の
申
し
出
を
草
壁
皇
子
の
母
（
持
統
天
皇
）
も
妻
（
阿
閇

皇
女
）
も
大
い
に
喜
ん
だ
は
ず
で
、
拒
絶
し
た
と
は
思
え
な
い
。
し
か
し
、
天
皇
と
皇
女
が
係
わ
る
と
な
れ
ば
国
寺

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
時
朝
廷
の
最
大
の
課
題
は
莫
大
な
国
費
を
伴
う
藤
原
京
へ
の
遷
都
だ
っ
た
。
そ
の

造
営
地
の
下
見
は
６
９
０
年
十
月
に
再
開
さ
れ
て
、
宮
と
新
都
の
造
営
が
進
ん
で
い
た
。 

そ
の
計
画
と
準
備
を
取
り
仕
切
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
三
十
一
歳
で
諸
臣
第
十
七
位
の
直
広
肆
に
な
っ
て

い
た
藤
原
不
比
等
で
、
従
兄
で
直
大
肆
の
大
嶋
の
一
階
級
下
ま
で
昇
進
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
６
９
３
年
三
月
に
大

嶋
が
卒
去
し
て
、
そ
の
翌
年
末
に
遷
都
が
行
わ
れ
た
。
し
か
し
、
大
嶋
は
明
治
初
期
ま
で
続
い
た
神
祇
伯
の
中
で
最

下
位
（
第
十
一
位
の
直
大
弐
）
で
の
死
去
で
あ
り
、
そ
の
冠
位
が
追
位
だ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。 

そ
の
流
れ
か
ら
想
像
す
る
に
、
大
嶋
は
元
は
遷
都
反
対
派
で
、
草
壁
皇
子
の
墓
所
の
近
く
に
菩
提
寺
を
建
て
る
こ

と
を
進
言
し
た
が
、
許
可
を
留
保
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

そ
し
て
、
大
嶋
の
死
後
に
比
売
朝
臣
額
田
が
大
嶋
も
祀
る
寺
に
し
た
い
と
願
い
出
た
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ

は
既
に
遷
都
を
決
め
て
い
た
朝
廷
に
は
、
皇
子
と
臣
下
を
合
祀
す
る
寺
は
国
寺
に
で
き
な
い
と
い
う
口
実
を
与
え
る

こ
と
に
な
り
、
私
寺
の
造
営
は
認
め
る
が
場
所
を
藤
原
京
の
東
方
の
山
中
に
指
定
し
た
、
と
い
う
経
緯
を
生
ん
だ
よ

う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

こ
れ
が
大
嶋
の
進
言
か
ら
造
営
着
手
ま
で
に
四
年
か
か
っ
た
理
由
だ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。 
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（
２
ａ
）
持
統
天
皇
と
阿
閇
皇
女
の
祖
父
だ
っ
た
石
川
麻
呂
が
平
地
に
近
い
山
を
整
地
し
て
作
っ
た
山
田
寺
の
標
高
が

お
よ
そ
１
２
０
メ
ー
ト
ル
で
、
６
４
１
年
の
整
地
か
ら
金
堂
の
建
立
ま
で
二
年
か
か
っ
て
お
り
、
僧
房
の
一
部
が
で

き
た
の
は
更
に
五
年
後
だ
っ
た
。 

こ
れ
と
比
べ
れ
ば
粟
原
寺
は
小
規
模
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
場
所
は
標
高
約
２
７
０
メ
ー
ト
ル
で
藤
原
京

よ
り
２
０
０
メ
ー
ト
ル
上
に
な
る
。
比
売
朝
臣
額
田
の
私
財
の
他
に
持
統
天
皇
と
阿
閇
皇
女
の
私
的
な
援
助
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
竜
門
山
塊
北
麓
の
樹
木
を
伐
採
し
て
資
材
を
運
び
上
げ
る
道
を
作
り
用
地
を
平
地
に
す
る
だ
け
で
、

最
低
で
も
数
年
を
要
し
た
と
み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

し
か
も
、
粟
原
寺
建
立
の
工
事
が
始
ま
っ
て
三
年
後
、
つ
ま
り
建
物
の
基
礎
も
形
も
で
き
上
っ
て
い
な
か
っ
た
と

思
わ
れ
る
時
期
に
、
天
皇
は
不
比
等
を
重
用
す
る
こ
と
で
文
武
天
皇
（
草
壁
皇
子
と
阿
閇
皇
女
の
皇
子
）
へ
の
譲
位

を
敢
行
し
た
（
６
９
７
年
）
。 

そ
し
て
、
７
０
０
年
（
文
武
四
年
）
に
は
、
粟
原
寺
と
の
関
係
は
不
明
だ
が
、
皇
室
の
信
奉
も
厚
く
当
時
一
番
の

名
僧
と
崇
め
ら
れ
て
行
基
の
師
に
も
な
っ
た
道
昭
和
尚

わ
じ
ょ
う

が
わ
が
国
で
初
め
て
火
葬
さ
れ
た
の
だ
が
、
遺
言
で
指
定
し

た
そ
の
場
所
は
粟
原
だ
っ
た
。 

そ
の
後
持
統
上
皇
が
７
０
３
年
に
崩
御
、
そ
の
四
年
後
に
今
度
は
文
武
天
皇
が
病
死
し
て
、
そ
の
母
だ
っ
た
阿
閇

皇
女
が
元
明
天
皇
と
し
て
即
位
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
す
ぐ
に
藤
原
京
は
捨
て
ら
れ
て
平
城
京
に
遷
都
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の
よ
う
な
皇
室
の
変
遷
に
伴
う
服
喪
や
祝
賀
の
期
間
、
そ
の
間
の
都
の
移
転
な
ど
を
差
し
引
い
て
考
え
れ
ば
、 
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工
事
開
始
か
ら
伽
藍
を
配
置
し
て
金
堂
と
釈
迦
像
を
納
め
る
ま
で
に
か
か
っ
た
二
十
二
年
を
、
あ
な
が
ち
長
過
ぎ
る

と
は
言
い
切
れ
な
い
だ
ろ
う
。 

 

（
３
ａ
）
官
職
を
持
た
ず
に
従
七
位
下
だ
っ
た
徳
足
比
売
に
伊
福
部
氏
の
姓
だ
っ
た
「
臣
」
の
称
号
を
追
諡
し
て
、
父

の
国
足
に
「
卒
」
の
葬
儀
を
行
う
こ
と
が
許
し
た
の
は
元
明
天
皇
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

な
ぜ
な
ら
、
鎌
足
は
天
智
天
皇
か
ら
藤
原
姓
を
授
か
り
、
不
比
等
が
文
武
天
皇
か
ら
不
比
等
の
一
族
だ
け
を
藤
原

姓
と
し
て
旧
中
臣
の
一
族
は
中
臣
に
戻
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
姓
は
名
家
の
出
を
示
す
標
で
あ
り
、
そ

の
中
か
ら
能
力
あ
る
官
人
を
選
ん
で
朝
廷
の
組
織
を
管
理
す
る
た
め
に
、
改
姓
や
賜
姓
は
天
皇
の
専
権
事
項
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。 

 
 

一
方
、
和
銅
八
年
に
完
成
し
た
粟
原
寺
は
元
明
時
代
の
最
後
で
あ
り
、
女
性
の
比
売
額
田
が
朝
臣
だ
っ
た
と
は
考

え
ら
れ
な
い
の
で
、
そ
れ
は
近
親
者
の
姓
で
あ
り
、
比
売
朝
臣
額
田
も
元
明
天
皇
に
よ
っ
て
贈
ら
れ
た
諡
号
だ
っ
た

と
推
測
さ
れ
る
。 

そ
し
て
、
粟
原
寺
の
造
営
を
願
い
出
た
人
物
が
仲
臣
朝
臣
大
嶌
（
中
臣
朝
臣
大
嶋
）
で
そ
の
遺
志
を
受
け
継
い
だ

の
が
比
売
朝
臣
額
田
だ
っ
た
か
ら
、
大
嶋
の
時
代
に
額
田
の
諱
を
持
つ
女
性
貴
人
で
は
額
田
姫
王
し
か
知
ら
れ
て
い

な
い
。 

額
田
姫
王
は
、
恐
ら
く
天
武
天
皇
の
生
前
の
命
に
よ
り
天
皇
の
崩
御
後
に
大
嶋
の
妻
に
下
っ
て
そ
の
遺
志
を
受
け

継
い
だ
の
で
、
比
売
の
神
格
と
大
嶋
の
姓
だ
っ
た
朝
臣
を
追
諡
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 
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ま
た
、
徳
足
比
売
臣
か
ら
類
推
さ
れ
る
の
は
、
存
命
中
の
額
田
姫
王
は
天
武
天
皇
の
初
妻
と
し
て
徳
足
姫
よ
り
上

位
に
置
か
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
朝
臣
に
相
応
し
い
「
薨
」
の
葬
儀
を
元
明
天
皇
自
ら
行
っ
た
こ
と
が
十
分

に
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
比
売
朝
臣
額
田
も
「
七
世
先
霊
」
も
大
嶋
も
、
自
分
の
治
世

を
助
け
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

「
比
賈
朝
臣
額
田
」
は
他
の
文
献
に
無
い
名
称
だ
か
ら
額
田
姫
王
だ
と
特
定
で
き
な
い
、
ま
た
額
田
姫
王
は
朝
臣

で
な
か
っ
た
か
ら
比
売
朝
臣
額
田
を
額
田
姫
王
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
が
史
学
会
の
慎
重
な
意
見
の

よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
は
比
売
朝
臣
額
田
を
存
命
中
の
尊
称
と
付
会
し
た
解
釈
だ
ろ
う
。 

し
か
し
、
比
売
朝
臣
額
田
の
比
売
も
朝
臣
は
死
後
の
贈
位
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
額
田
が
諱
或
い
は
字

あ
ざ
な

に
基
づ
く

と
み
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
比
売
朝
臣
額
田
は
姫
君
額
田
、
姫
王
額
田
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
戒
名
（
宗
派
に
よ
っ

て
呼
び
名
は
異
な
る
）
に
実
名
の
一
部
を
入
れ
る
の
は
現
代
も
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。 

こ
の
点
か
ら
も
、
比
売
朝
臣
額
田
に
比
定
し
得
る
人
物
は
額
田
姫
王
以
外
に
い
な
い
。 

 
 

そ
し
て
、
銘
文
が
示
唆
す
る
の
は
、
額
田
姫
王
の
死
去
が
和
銅
八
年
で
あ
り
四
月
以
前
と
み
な
せ
る
か
ら
、
そ
の

時
期
は
７
１
５
年
一
月
～
三
月
の
間
だ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

額
田
王
の
享
年
に
つ
い
て
、
伏
鉢
に
残
さ
れ
た
和
銅
八
年
を
額
田
王
（
額
田
姫
王
）
の
没
年
と
み
な
し
て
、
民
俗

学
者
・
歌
人
だ
っ
た
折
口
信
夫
氏
は
七
十
九
歳
以
上
と
み
て
（
折
口
信
夫
全
集 

第
九
巻
（
国
文
学
篇
３
収 

録
『
額

田
女
王
』）、
梅
原
猛
氏
は
八
十
三
歳
説
を
打
ち
出
し
た
（『
塔
』（
下
）「
額
田
王
の
生
涯
」）。 

 

ま
た
伊
藤
博
氏
は
額
田
王
を
「
一
八
、
九
歳
の
大
化
四
（
六
八
四
）
年
」（「
遊
宴
の
花
︱
額
田
王
論
︱
」
）
と
し
て 
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い
る
の
で
生
年
を
６
３
０
～
６
３
１
年
と
み
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
従
っ
て
、
没
年
が
７
１
５
年
で
あ
れ
ば
八
十

五
、
六
で
の
享
年
に
な
る
。 

偉
大
な
先
学
の
方
々
と
の
数
年
の
誤
差
に
こ
だ
わ
る
つ
も
り
は
無
い
が
、
本
論
に
お
い
て
は
額
田
姫
王
の
生
年
を

既
に
６
３
３
年
頃
と
推
定
し
た
の
で
、
梅
原
猛
氏
と
同
じ
結
論
に
な
る
。 

 
 

額
田
姫
王
の
長
寿
が
推
定
さ
れ
る
背
景
と
し
て
、
元
明
期
頃
に
長
生
す
る
者
が
増
え
て
い
た
状
況
が
窺
え
る
。「
元

明
紀
」
に
百
歳
以
上
の
者
に
二
斛さ

か

（
二
石
。
二
十
斗
）
を
与
え
た
り
、
三
つ
子
を
生
ん
だ
民
も
散
見
さ
れ
る
。
戦
乱

が
収
ま
っ
て
戸
籍
が
強
化
さ
れ
て
米
の
税
収
が
増
え
て
、
そ
れ
を
時
に
は
民
へ
の
褒
賞
に
与
え
ら
れ
て
、
三
つ
子
の

出
産
に
耐
え
た
女
性
も
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 
 

飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
平
均
寿
命
が
二
十
八
～
三
十
歳
と
も
さ
れ
る
（
『
寿
命
図
鑑
』
）
こ
と
も
あ
り
、
額
田
姫
王
以

前
の
姫
王
と
関
係
人
物
に
対
し
て
は
八
十
歳
以
上
の
享
年
を
疑
問
視
し
て
き
た
が
、
百
歳
を
全
う
し
た
と
さ
れ
る
神

功
皇
后
は
別
に
し
て
、
実
在
し
た
女
帝
の
享
年
と
比
較
す
る
と
、
推
古
天
皇
七
十
五
歳
が
最
長
で
、
斉
明
天
皇
五
十

六
歳
（
本
論
推
定
）、
持
統
天
皇
五
十
九
歳
に
対
し
て
元
明
天
皇
六
十
一
歳
、
山
背
姫
王
と
推
定
し
た
山
形
女
王
七
十

三
歳
、
元
正
天
皇
六
十
九
歳
で
あ
り
、
額
田
姫
王
が
舒
明
期
か
ら
元
明
期
ま
で
生
き
抜
い
て
き
た
こ
と
を
否
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。 

 

粟
原
寺
の
造
営
過
程
の
考
察
を
付
け
加
え
て
お
く
と
、
伏
鉢
で
は
（
元
明
天
皇
が
）
和
銅
八
年
四
月
に
三
重
の
宝

塔
と
七
科
の
宝
と
路
盤
を
進
上
し
て
、
寺
の
造
営
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
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三
重
塔
の
塔
身
上
部
に
路
盤
を
据
え
付
け
、
そ
こ
に
墓
を
意
味
す
る
銘
文
を
彫
っ
た
伏
鉢
（
覆
鉢
）
を
か
ぶ
せ
て
、

そ
の
穴
に
九
輪
・
水
煙
・
宝
珠
も
備
え
て
い
た
で
あ
ろ
う
相
輪
上
部
を
は
め
込
ん
で
塔
が
完
工
す
る
。 

そ
し
て
、『
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
』
の
裏
書
に
よ
れ
ば
、
山
田
寺
の
伽
藍
造
営
は
「
始
平
地
」
か
ら
金
堂
完
成
ま
で

二
年
→
僧
房
完
成
ま
で
五
年
（
→
中
断
十
四
年
）
→
塔
の
心
柱
を
立
て
て
か
ら
完
成
ま
で
三
年
→
丈
六
仏
の
鋳
造
か

ら
開
眼
ま
で
七
年
、
と
進
ん
で
い
る
。
造
営
中
断
か
ら
二
十
四
年
後
、
６
７
３
年
（
天
武
五
年
）
に
塔
を
完
成
さ
せ

て
「
浄
土
寺
」
の
法
号
を
与
え
た
の
は
、
額
田
姫
王
の
夫
で
あ
り
元
明
天
皇
の
義
父
だ
っ
た
天
武
天
皇
だ
っ
た
（「
癸

酉
年
十
二
月
十
六
日
建
塔
心
柱
其
柱
礎
中
作
円
穴
刻
浄
土
寺
」
）。 

一
方
、
粟
原
寺
は
額
田
姫
王
が
没
し
て
か
ら
わ
ず
か
数
カ
月
で
塔
が
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
額
田
姫
王
の
死
去
時

に
塔
の
下
部
（
屋
根
か
ら
下
の
塔
身
）
は
完
成
寸
前
で
伏
鉢
を
含
む
金
属
製
の
相
輪
部
分
も
で
き
上
っ
て
い
た
、
と

み
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
塔
身
の
建
造
、
相
輪
の
製
作
と
設
置
、
塔
か
ら
足
場
や

梯
子
を
外
し
て
寺
の
全
域
を
整
理
し
て
天
皇
列
席
の
葬
儀
に
間
に
合
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
額
田
姫
王
が
死
の
寸
前
ま
で
寺
の
造
営
に
立
ち
会
え
た
と
も
思
え
な
い
の
で
、
金
堂
へ
の
仏
像
の
安
置

は
そ
の
遺
言
に
従
っ
て
行
わ
れ
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
し
そ
れ
と
共
に
、
火
葬
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
不
明
だ
が
、
額
田
姫
王
が
没
し
て
す
ぐ
に
元
明
天
皇
が
葬
儀

と
埋
骨
を
終
え
る
前
に
諡
号
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
く
、
そ
の
一
方
で
、
元
明
天
皇
が
た
び
た
び
建
造
中
の
粟
原

寺
を
訪
れ
た
と
も
思
え
な
い
地
理
的
状
況
が
あ
る
。 

粟
原
寺
は
標
高
お
よ
そ
２
７
０
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
か
ら
近
づ
く
に
つ
れ
て
急
な
上
り
坂
に
な
る
が
そ
れ
は 
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省
い
て
、
徒
歩
の
距
離
で
は
藤
原
宮
か
ら
１
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
、
つ
ま
り
女
帝
が
輿
に
揺
ら
れ
て
お
よ
そ
二
時
間

で
行
け
る
が
、
平
城
京
か
ら
は
そ
の
三
倍
く
ら
い
あ
る
か
ら
歩
き
続
け
て
六
時
間
を
要
し
た
は
ず
で
あ
る
。
従
っ
て
、

葬
儀
に
向
か
う
天
皇
の
旅
に
平
城
京
か
ら
の
日
帰
り
は
考
え
ら
れ
な
い
。 

『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
四
月
二
十
五
日
に
叙
位
が
行
わ
れ
て
い
る
。
元
明
天
皇
は
そ
の
後
、
四
月
末
日
ま
で
の

間
に
氷
高
皇
女
の
他
に
重
臣
た
ち
、
そ
し
て
次
期
天
皇
に
忠
誠
を
誓
わ
せ
る
た
め
に
も
そ
れ
ら
の
臣
も
伴
っ
て
粟
原

寺
に
赴
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
一
行
は
粟
原
寺
で
は
な
く
旧
都
で
一
泊
し
て
、
粟
原
寺
で
塔
を
見
上
げ
て
落
成
法

要
を
行
な
い
、
祈
り
を
捧
げ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

（
４
ａ
）
伏
鉢
に
刻
め
る
銘
文
の
文
字
数
は
制
限
さ
れ
る
の
に
、
そ
の
百
七
十
二
文
字
の
内
に
「
敬
」
と
「
和
銅
八
年
」

が
前
段
と
後
段
に
一
回
ず
つ
使
わ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
記
す
必
要
が
あ
っ
て
省
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
、

前
段
と
後
段
の
意
味
が
違
う
か
ら
で
あ
る
。 

紙
幅
の
都
合
で
こ
こ
に
原
文
を
示
し
て
い
な
い
が
、
銘
文
の
構
成
は
、
文
頭
か
ら
「
日
並
御
宇
東
宮
敬
造
伽
藍
之

尓
」
ま
で
は
草
壁
皇
子
を
敬
っ
た
大
嶋
の
粟
原
寺
造
営
の
「
発
願
説
明
」
で
あ
り
、
そ
れ
に
続
く
「
故
比
売
朝
臣
額

田
以
甲
午
年
始
至
於
和
銅
八
年
」
か
ら
「
釈
迦
丈
六
尊
像
」
ま
で
伽
藍
の
造
営
を
続
け
た
比
売
朝
臣
額
田
の
「
造
営

説
明
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
前
段
で
あ
る
。 

そ
れ
に
続
く
後
段
、「
和
銅
八
年
四
月
敬
以
進
上
於
三
重
寶
塔 
七
科
鑪
盤

ろ

ば

ん

矣 

仰
願
藉
此
功
徳
」
か
ら
最
後
ま
で

は
、
比
売
朝
臣
額
田
に
対
す
る
寺
の
「
完
成
報
告
」
と
草
壁
皇
子
等
に
対
す
る
「
冥
福
祈
願
」
で
あ
る
。 
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そ
の
後
段
に
は
主
語
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
塔
を
仰
い
で
、
寺
の
造
営
と
完
成
さ
せ
た
人
物
の
功
徳
に
よ
っ
て

皆
が
成
仏
す
る
こ
と
を
願
っ
た
人
物
は
、
時
の
天
皇
元
明
以
外
で
は
あ
り
得
な
い
。 

な
ぜ
な
ら
、
和
銅
八
年
（
７
１
５
年
）
は
元
明
天
皇
が
天
皇
と
し
て
最
後
の
年
で
、
寺
が
完
成
し
た
五
ヶ
月
後
の

九
月
か
ら
は
そ
の
娘
、
元
正

げ
ん
し
ょ
う

天
皇
（
文
武
天
皇
の
姉
。
氷
高
皇
女
）
の
世
に
な
っ
て
元
号
は
霊
亀
に
変
る
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。 

従
っ
て
、
そ
の
前
段
か
ら
後
段
へ
の
流
れ
は
、「
粟
原
寺
の
造
営
に
没
頭
し
た
が
塔
を
見
る
こ
と
な
く
和
銅
八
年
に

他
界
し
た
比
売
朝
臣
額
田
に
対
し
て
、
そ
れ
を
敬
っ
た
元
明
天
皇
は
和
銅
八
年
四
月
に
寺
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
を
報

告
し
て
、
寺
を
造
っ
た
の
は
額
田
姫
王
と
自
分
で
あ
る
と
強
く
訴
え
た
」
、
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。 

そ
し
て
、
そ
こ
に
示
唆
さ
れ
る
の
は
、
元
明
天
皇
の
終
生
の
思
い
出
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
伊
勢
に
同
行
し
た
吹
黄

戸
自
を
通
じ
て
だ
け
で
な
く
、
母
親
世
代
の
比
売
朝
臣
額
田
と
の
間
に
直
接
に
親
密
な
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
推
測
で
き
る
の
は
、
山
田
寺
と
の
関
連
で
あ
る
。 

山
田
寺
は
元
明
天
皇
と
持
統
天
皇
の
祖
父
だ
っ
た
、
蘇
我
倉
山
田
が
整
地
か
ら
造
営
を
始
め
て
金
堂
ま
で
完
成
し

た
が
、
塔
は
上
げ
ら
れ
ず
に
寺
は
未
完
成
で
終
っ
た
。 

し
か
も
、
石
川
麻
呂
は
甥
の
讒
言
に
よ
っ
て
謀
反
の
罪
を
着
せ
ら
れ
て
金
堂
で
自
殺
、
自
殺
後
に
斬
首
さ
れ
て
死

体
を
太
刀
で
刺
し
貫
か
れ
る
と
い
う
屈
辱
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
時
に
石
川
麻
呂
の
裳
に
服
し
て
い
た
額
田
部
湯
坐

連
な
ど
十
四
人
が
「
戮り

つ

」
で
処
刑
さ
れ
て
九
人
が
絞
首
さ
れ
た
。
殺
戮
な
ど
で
用
い
ら
れ
る
戮
は
死
ぬ
ま
で
殺
し
て

は
ず
か
し
め
る
と
い
う
意
味
で
、
そ
こ
で
の
被
害
者
に
額
田
姫
王
の
縁
者
や
知
人
が
含
ま
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分 



148 

に
考
え
ら
れ
る
。 

し
か
も
、
そ
の
陰
謀
の
主
役
で
石
川
麻
呂
に
兵
を
差
し
向
け
た
の
が
、
元
明
天
皇
の
父
だ
っ
た
中
大
兄
皇
子
で
あ

り
、
石
川
麻
呂
が
そ
れ
を
察
し
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

ち
な
み
に
、「
史
跡
粟
原
寺
址
」
の
石
碑
の
側
に
「
当
地
に
は
万
葉
の
女
流 

額
田
王
終
焉
の
地
だ
と
い
う
伝
承
が

遺
さ
れ
て
い
る
」
旨
の
説
明
版
が
あ
る
。 

 
 

そ
れ
が
事
実
だ
っ
た
か
ど
う
か
、
額
田
姫
王
は
平
城
京
に
行
か
な
か
っ
た
の
か
行
け
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
間
の

事
情
は
不
明
だ
が
、
元
明
天
皇
に
は
山
田
寺
と
同
じ
形
で
塔
の
造
営
が
中
断
し
た
粟
原
寺
に
対
す
る
想
い
が
強
く
働

い
て
、
奇
妙
な
因
縁
に
不
安
を
感
じ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
、
急
い
で
、
天
皇
が
代
替
わ
り
す
る
前
に

寺
を
完
成
さ
せ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

粟
原
寺
に
は
謀
反
も
罪
人
も
関
係
が
無
い
と
思
わ
れ
る
が
、
大
嶋
が
草
壁
皇
子
を
祀
る
国
寺
→
そ
の
遺
志
を
継
い

だ
比
売
朝
臣
額
田
が
草
壁
皇
子
と
大
嶋
を
祀
る
私
寺
→
比
売
朝
臣
額
田
の
想
い
を
継
い
だ
元
明
天
皇
が
草
壁
皇
子
・

大
嶋
と
比
売
朝
臣
額
田
を
祀
る
私
寺
に
、
質
的
に
変
化
し
た
と
も
み
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
あ
と
起
こ
る
天
武
系
王
朝
の
衰
退
と
平
安
京
へ
の
遷
都
に
よ
っ
て
飛
鳥
京
も
藤
原
京
も
捨
て
ら
れ

て
、
粟
原
寺
三
重
塔
伏
鉢
が
談
山
神
社
（
多
武
峰
寺
）
に
、
山
田
寺
の
仏
頭
が
興
福
寺
に
、
恐
ら
く
木
材
と
共
に
持

ち
去
ら
れ
て
、
元
明
天
皇
に
ま
つ
わ
る
両
寺
が
消
え
去
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

 

（
５
ａ
）
祭
神
に
対
す
る
願
文

が
ん
も
ん

の
最
初
は
「
皇
太
子
の
神
霊
、
速
や
か
に
菩
提
の
果
を
証
せ
ん
こ
と
を
」
で
、
そ
の
あ 
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と
に
「
願
わ
く
は
七
世
の
先
霊
が
彼
岸
に
登
ら
ん
こ
と
を
、
願
わ
く
は
大
嶋
太
夫
が
必
ず
仏
果
を
得
ん
こ
と
を
」
と

続
く
（
訓
読
み
は
談
山
神
社
の
展
示
に
拠
る
）。 

そ
の
「
七
世
先
霊
」
を
元
明
天
皇
に
先
立
っ
た
七
代
の
天
皇
の
御
霊
と
し
て
、
孝
徳
天
皇
・
斉
明
天
皇
・
天
智
天

皇
・
大
友
皇
子
（
『
懐
風
藻
』
天
皇
に
な
っ
た
と
記
さ
れ
る
）
・
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
・
文
武
天
皇
と
解
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
孝
徳
天
皇
の
崩
御
は
６
５
４
年
、
斉
明
天
皇
の
崩
御
は
６
６
１
年
で
同
年
に

元
明
天
皇
が
生
ま
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
元
明
天
皇
は
孝
徳
天
皇
と
斉
明
天
皇
と
は
面
識
が
無
い
。 

そ
し
て
、
七
世
先
霊
は
主
祭
神
皇
太
子
の
後
で
臣
下
大
嶋
の
上
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
夫
よ
り
先
に
死
去
し
た
元

明
天
皇
と
親
し
か
っ
た
皇
族
を
示
し
て
い
た
と
み
る
の
が
妥
当
だ
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
、
寺
に
霊
を
祀
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
仏
教
各
派
の
現
代
の
解
釈
は
別
に
し

て
、
聖
徳
太
子
が
開
い
た
寺
や
四
国
八
十
八
カ
所
の
寺
を
霊
場
と
称
し
、
祖
霊
を
迎
え
る
儀
式
だ
っ
た
お
盆
（
盂
蘭

盆
会
）
等
は
違
和
感
な
く
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
古
代
に
お
い
て
は
寺
・
仏
と
霊
は
敵
対
す
る
も
の
で
は
な
く
、
人

は
死
後
に
霊
と
な
っ
て
、
そ
れ
か
ら
菩
提
（
悟
り
）
を
得
て
仏
に
な
る
と
い
う
思
想
が
あ
っ
た
。 

 
 

日
本
最
古
の
仏
教
説
話
集
と
総
括
さ
れ
る
の
が
『
日
本
霊
異
記
』
（
日
本
国
現
報
善
悪
霊
異
記
）
で
あ
り
、
ま
た
、

以
下
は
孫
引
き
で
恐
縮
だ
が
、
仏
教
学
者
村
上
保
壽

む
ら
か
み
や
す
と
し

氏
の
論
文
「
空
海
の
十
住
心
思
想
と
六
道
輪
廻
」
の
文
頭
に
、

同
氏
著
の
『
密
教
の
霊
と
救
済
』（
高
野
山
出
版
所
）
を
参
照
し
て
「
空
海
の
『
性
霊
集
』
の
中
に
、
亡
き
人
の
た
め

に
追
善
供
養
す
る
忌
日
の
願
文
が
あ
る
。
そ
の
内
容
は
死
者
の
霊
の
救
済
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
記
載
が

あ
る
。 
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粟
原
寺
は
歴
代
天
皇
の
菩
提
寺
で
は
な
く
、
元
明
天
皇
が
祀
る
べ
き
霊
を
祀
る
寺
に
な
り
、
功
績
を
称
え
ら
れ
て

神
の
諡
号
を
贈
ら
れ
た
額
田
姫
王
の
霊
は
既
に
祀
ら
れ
た
と
み
な
せ
ば
、
そ
の
七
世
先
霊
は
元
明
天
皇
の
父
・
母
・

兄
・
子
、
夫
の
父
・
母
・
娘
の
視
点
︱
︱
、
天
智
天
皇
・
姪
娘
（
桜
井
娘
）・
大
友
皇
子
（
弘
文
天
皇
）・
文
武
天
皇
、

天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
・
十
市
皇
女
で
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
り
、
七
世
先
霊
か
ら
実
母
を
外
す
こ
と
に
は
抵
抗

を
感
じ
る
。 

           

ま
た
、
斉
明
天
皇
に
は
川
原
寺
が
創
ら
れ
て
お
り
、
祖
父
の
石
川
麻
呂
が
造
営
を
図
っ
た
が
未
完
で
終
っ
た
山
田 
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寺
は
天
武
天
皇
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
て
浄
土
寺
の
法
号
を
授
か
っ
た
の
で
、
石
川
麻
呂
の
菩
提
は
そ
こ
で
弔
わ
れ
る

と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
元
明
天
皇
は
粟
原
寺
が
そ
の
よ
う
な
二
大
寺
と
比
べ
ら
れ
る
こ
と
を
避
け
て
、

祖
父
を
祭
神
に
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。 

 

⑥ 

額
田
部
王
と
額
田
部
姫
王
・
額
田
王 

『
続
紀
』
和
銅
五
年
（
元
明
天
皇
の
７
１
２
年
）
正
月
十
九
日
条
に
、
三
名
が
無
位
か
ら
従
四
位
下
に
、
別
の
三
名

が
無
位
か
ら
従
五
位
下
に
叙
さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
貴
族
に
列
せ
ら
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
。 

無
位
（
无
位
）
と
は
宮
で
仕
事
は
あ
る
が
位
階
を
有
し
な
い
者
で
、
無
位
か
ら
従
四
位
下
に
な
れ
る
の
は
親
王
の
子
、

従
五
位
下
に
な
れ
る
の
は
諸
王
の
子
と
い
う
制
限
が
あ
り
、
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
た
人
物
に
額
田
部
王
・
壱
志
王
・

田
中
王
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
名
を
列
挙
さ
れ
て
の
叙
位
は
、
死
去
に
伴
う
追
位
や
追
諡
で
な
く
、
存
命
中

の
人
物
に
対
す
る
処
遇
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

壱
志
王
は
壱
志
姫
王
（「
第
一
章
」（
１
）
）
を
養
育
し
た
壱
志
君
の
子
孫
の
男
王
と
み
な
さ
れ
、
田
中
王
は
蘇
我
一
族

の
田
中
朝
臣
（
男
王
）
で
「
壬
申
の
乱
」
大
海
人
皇
子
に
従
っ
た
田
中
足
麻
呂
の
血
筋
か
と
思
わ
れ
る
が
不
詳
で
あ
り
、

額
田
部
王
は
ま
っ
た
く
不
詳
と
さ
れ
て
い
る
。 

額
田
一
族
で
は
同
日
に
、
正
六
位
下
か
ら
従
五
位
下
に
昇
進
し
て
の
ち
に
河
内
国
河
内
郡
擬
大
領
（
臨
時
の
国
司
）

に
任
じ
ら
れ
た
額
田
首

ぬ
か
た
の
お
び
と

人
足

ひ
と
た
り

（
額
田
八
国
の
子
）
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

古
来
額
田
部
氏
を
束
ね
て
き
た
の
は
男
性
の
額
田
部
王
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
一
方
で
、
額
田
を
冠
す
る
一
族
で
は
出 
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雲
系
の
額
田
部
臣
、
平
群
の
額
田
首
等
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
姓
を
整
理
し
直
し
た
「
八
色
の
姓
」
で
は
額
田
部
連
が

第
三
位
の
額
田
部
宿
禰
に
挙
げ
ら
れ
た
だ
け
で
、
臣
か
ら
選
別
さ
れ
た
朝
臣
に
額
田
部
臣
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
の

点
か
ら
も
、
額
田
一
族
は
時
の
天
皇
と
直
接
血
縁
関
係
を
持
た
な
い
特
殊
な
豪
族
と
し
て
の
一
定
の
評
価
と
信
頼
を
得

て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
ま
で
額
田
部
王
の
名
で
官
位
（
官
職
と
位
階
）
を
与
え
ら
れ
た
人
物
は
い
な
い
の
で
、
和
銅
五
年
に
突
然
登
用

さ
れ
た
の
が
額
田
部
氏
の
領
袖
だ
っ
た
男
王
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
不
詳
で
あ
る
。 

  

話
が
代
る
よ
う
だ
が
、
草
壁
皇
子
が
二
十
八
歳
、
文
武
天
皇
が
二
十
五
歳
で
早
世
し
た
こ
と
が
影
響
し
た
の
か
、
そ

の
後
発
生
時
期
は
不
明
だ
が
、
元
明
期
に
は
一
部
の
皇
族
の
間
で
四
十
歳
か
ら
十
歳
ご
と
に
長
寿
を
祝
う
儀
礼
が
行
わ

れ
て
い
た
。
四
十
歳
が
初
老
の
入
り
口
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
「
賀
の
祝
い
」
の
項
に
、
「
賀
の
祝
い
の
初
期
の
例
と
し
て
、
『
懐
風
藻
』
に
は
「
長
屋
王
の
四
十

賀
（7

1
5

年
）
を
祝
し
た
と
思
し
き
詩
賦
が
残
っ
て
い
る
」
と
あ
る
。
こ
の
詩
（「
左
大
臣
正
二
位
長
屋
王
三
首 

五
言 

元

日
宴 

應
詔
」
の
一
首
）
の
転
記
は
省
く
が
、
７
１
５
年
を
四
十
歳
と
見
て
い
る
の
は
、
同
書
に
記
さ
れ
る
「
年
五
十
四

歳
」
か
ら
生
年
を
６
５
９
年
と
解
し
て
い
る
か
ら
で
、
そ
れ
は
本
論
（「
第
一
章
（
６
）
山
背
姫
王
③
）
で
６
５
９
年
説

に
立
つ
こ
と
を
述
べ
た
こ
と
に
合
致
す
る
。 

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
第
三
十
四
帖
「
若
菜
上
」
に
お
い
て
、
十
月
に
光
源
氏
の
四
十
賀
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
話
が
取

り
込
ま
れ
て
い
る
。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E5%B1%8B%E7%8E%8B
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そ
し
て
、
本
論
で
６
３
３
年
生
ま
れ
と
推
定
し
た
額
田
姫
王
は
、
７
１
２
年
に
八
〇
歳
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。 

従
っ
て
、
そ
の
年
正
月
の
額
田
部
王
に
対
す
る
叙
位
は
、
元
明
天
皇
に
よ
る
古
来
稀
な
傘
寿
に
な
っ
た
無
位
の
額
田

姫
王
に
対
す
る
祝
賀
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

「
天
武
紀
」
に
お
い
て
額
田
姫
王
は
妃
・
皇
子
・
皇
女
の
後
に
記
さ
れ
て
お
り
、
死
亡
時
ま
で
位
階
を
記
さ
れ
て
い

な
い
。
し
か
し
、
額
田
姫
王
は
無
位
か
ら
従
五
位
下
を
授
け
ら
れ
る
条
件
の
「
諸
王
の
子
」
を
満
た
し
て
い
た
。
舒
明

天
皇
の
義
理
の
孫
娘
と
い
う
身
分
だ
け
で
な
く
、
宣
化
天
皇
四
世
鏡
王
の
女
の
五
世
女
王
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
の
叙
位
は
ま
た
、
従
七
位
下
で
四
年
前
に
死
去
し
た
自
分
の
息
子
の
妻
（
徳
足
姫
）
よ
り
額
田
姫
王
の
方
が
上
位

で
あ
る
こ
と
を
皆
に
認
め
さ
せ
る
儀
式
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
死
後
に
比
売
朝
臣
額
田
の
諡
号
を
贈
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
従
五
位
下
よ
り
四
階
級
上
に
な
る
朝
臣
相
応
の
従
三
位
の
薨
去
と
し
て
扱
い
、
元
明
天
皇
が
参
列
す
る
葬

儀
と
埋
葬
の
理
由
付
け
に
も
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

し
か
し
、
男
性
の
功
臣
に
対
し
て
死
後
の
追
位
が
行
わ
れ
て
も
一
な
い
し
二
階
級
上
が
通
例
だ
っ
た
か
ら
、
伊
福
部

徳
足
比
売
臣
も
比
売
朝
臣
額
田
も
極
め
て
異
例
の
扱
い
を
受
け
て
い
る
。
そ
れ
が
伊
福
部
徳
足
比
売
臣
に
久
勢
皇
女
（
久

勢
女
王
）
を
想
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
理
由
で
あ
り
、
直
接
血
縁
関
係
が
無
か
っ
た
が
天
武
天
皇
家
・
額
田
姫
王
家
と
の

家
族
ぐ
る
み
の
密
接
な
交
流
で
あ
る
。 

そ
し
て
、
本
論
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
新
し
い
考
察
は
、
晩
年
が
不
明
の
額
田
姫
王
が
７
１
２
年
ま
で
は
存
命
だ
っ
た

こ
と
を
示
す
新
し
い
論
拠
に
な
り
、
推
定
没
年
７
１
５
年
の
傍
証
に
な
り
得
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

更
に
、
和
銅
五
年
の
「
額
田
部
王
」
が
『
薬
師
寺
縁
起
』
の
「
額
田
部
姫
王
」
、
ま
た
『
万
葉
集
』
「
額
田
王
」
の
出 
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所
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。 

  

本
論
の
最
後
に
、
既
に
気
が
付
か
れ
た
と
思
う
が
、
個
々
の
姫
王
と
関
係
す
る
人
物
に
対
す
る
考
察
か
ら
、
姫
王
の

身
分
・
系
譜
に
つ
い
て
共
通
す
る
要
素
が
抽
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
姫
王
自
身
か
夫
の
祖
父
、
或
い
は
父
か
母
か
の

父
が
天
皇
で
あ
り
、
姫
王
が
天
皇
三
世
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
鏡
王
女
だ
っ
た
額
田
姫
王
だ
け
は
義
理
の
関
係
か
ら
舒
明
天
皇
三
世
に
な
る
。
こ
れ
が
額
田
姫
王
と
二
人

の
姫
王
の
父
に
な
っ
た
鏡
王
の
特
殊
性
で
あ
る
と
指
摘
し
て
お
き
た
い
。 

 

そ
し
て
、
姫
王
の
分
析
か
ら
推
定
さ
れ
た
身
分
や
資
格
を
付
け
加
え
る
と
、 

姫
王
は
祖
父
天
皇
か
ら
父
ま
た
母
を
経
由
し
て
受
け
継
い
だ
、 

私
有
す
る
土
地
・
住
民
・
財
産
を
管
理
し
て
取
り
仕
切
る
刀
自
の
立
場
と
権
限
を
認
め
ら
れ
た
、 

天
皇
三
世
の
女
王
だ
っ
た
。 

と
、
本
書
に
お
い
て
は
ま
と
め
て
お
き
た
い
。 

２
０
２
２
（
令
和
４
）．
１
２
．
２
１
改
訂
版 
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